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未来人図鑑

ウェルネット株式会社
代表取締役社長　宮澤 一洋 氏
ITを使った代金決済システムで世の中を便利にする。

Scenes of Solution

活用広がるメザニンファイナンス
── 日本板硝子株式会社の優先株式の引受  ──

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
最
前
線
　
北
陸
支
店

投
融
資
一
体
型
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
金
融
で

地
域
企
業
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

株
式
会
社
シ
ャ
ル
マ
ン
／
株
式
会
社
北
陸
銀
行
／
株
式
会
社
ユ
ニ
ゾ
ー
ン

No.06
日本政策投資銀行  広報誌

2010 . 1

国際金融の
中心的市場ロンドンに

DBJ Europe Limited誕生
DBJは、欧州・中東地域等におけるお客様支援

及び投融資・M&Aサービスの提供等を目的に、

ロンドン駐在員事務所に代わる現地法人DBJ 

Europe Limited（DBJE）を設立し、同社は英国

金融サービス機構（FSA）の業務認可を受け、

2009年11月10日より業務を開始しました。

DBJは、民営化以前より欧州等の外資系企業・

外国企業の日本各地への進出・対日投資に対し

て投融資やM&Aへのアドバイザリー・サービス

を展開して参りました。その後2008年10月1日の

民営化を機に、成長戦略の一つとして海外業務へ

の本格的な取り組みを開始しています。DBJは、

国際金融の中心的市場であるロンドンに営業拠点

を設けることで、融資、投資、M&Aアドバイザリー

などお客様の広汎なニーズにお応えしたいと

考えています。

なお、DBJEは、排出権取引の中心マーケットで

あるロンドンで、京都議定書目標達成に向けた

日本企業のみなさまのCO2削減・環境対応への

取り組みを支援するため、排出権取得のサポート

を開始いたします。

■DBJEの概要

法 人 形 態 ：英国会社法に基づく非公開会社

  （英国金融サービス機構（FSA）認可法人）

資　本　金 ：750万ユーロ（株主構成：DBJ 100%）

取　締　役 ：CEO（社長）：桐山　毅

従 業 員 数 ：１０名（社外取締役２名含む）

本社所在地 ：英国　ロンドン
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投融資一体型の

金融サービス、環境金融で

地域企業の経営をサポートする。

企業経営を取り巻く環境の変化が不断に続く中で、各金融機関には他には

ない独自性でお客様の企業価値の最大化をサポートすることが求められて

いる。こうした状況に対して日本政策投資銀行（DBJ）では、中長期的観点

から企業経営を捉え、投融資一体型の金融サービスなどを提供しながらお

客様とのリレーションシップの構築を進めている。今回は全国各地域の取り

組みのうち、富山・石川・福井の3県を担当する北陸支店を紹介する。まず、

福井県発のグローバル企業として眼鏡フレームの製造・販売を手がける

（株）シャルマンに対する投融資一体型の金融サービスおよび中期経営計

画の策定に伴うアドバイザリーサービスについて、次に環境金融における取

り組み事例として、（株）北陸銀行との「環境投融資等に関する業務協力協

定」の締結、富山県に本社を置くめっき事業者（株）ユニゾーンに対する

DBJ環境格付融資の実行について紹介する。

第 6 回

株式会社シャルマン株式会社シャルマン

株式会社北陸銀行株式会社北陸銀行

株式会社ユニゾーン株式会社ユニゾーン

企画・発行
（株）日本政策投資銀行

取材協力
（株）シャルマン
（株）北陸銀行
（株）ユニゾーン
日本板硝子（株）
Senoko Power
ウェルネット（株）

表紙のイラスト
内藤まろ

制作・編集
ウィルソン・ラーニング ワールドワイド（株）

取材・文
河内正和

アートディレクション・デザイン
HI-de-SIGN

写真
安海関二
岡田卓士
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投融資一体型の金融サービス、環境金融で
地域企業の経営をサポートする。
株式会社シャルマン／株式会社北陸銀行／株式会社ユニゾーン
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ウェルネット株式会社
代表取締役社長　宮澤 一洋 氏

ITを使った代金決済システムで世の中を便利にする。



しました。ただ、米国で拠点を作るまでには、大きな壁を乗

り越えなくてはなりませんでした。

　当初、代理店方式を考えていたのですが、当時は日本製

品に対する評価が低く誰も相手にしてくれません。困り果

てたときに、ある友人から「自分で販売会社を作ればいい」

と言われたことがヒントになって、文字通り清水の舞台か

ら飛び降りる心境で販売会社を設立したのです。ある現地

業界紙からは「絶対失敗するから即刻撤退した方がいい」

と言われる中での船出でしたが、この時も幸運に恵まれま

した。

　折しもトヨタやキャノン、パナソニック、セイコーなど日本

製品のブランドへの評価が高まりつつある時期で、同じく

日本製であるシャルマンブランドが評価され始めたのです。

そうした追い風を受けて、最初の関門を突破することが出

来ました。やがて私は2002年に米国で、眼鏡業界に甚大な

影響を与えたその分野の先駆者に贈られる「STAR OF 

VISION AWARD」を受賞しましたが、こうした名誉も20年

にわたる米国での健闘が認められてのものだと思います。

　フレームの素材開発でも、同様の思いがあります。2000

年頃、超軽量で金属アレルギーがなく錆び防止の特長を

持つZチタンが開発され、当社はこの素材を眼鏡用に使用

することに成功しました。そしてもう一工夫すれば、さらに

眼鏡に適した素材に出来るのではないかと、金属研究の世

界的権威である東北大学金属材料研究所と日本素材

（株）と当社が連携し、8年をかけて開発に成功したのが

エクセレンスチタンです。途中、何度も壁に突き当たり、開

発を断念しかけたこともありましたが、多くの人たちの必死

の努力で商品化にこぎつけました。ソフトな掛け心地と

ホールド感が持続するエクセレンスチタンは、眼鏡フレーム

にとって理想的な素材であり、まさに「次世代の眼鏡フ

レーム」の幕開けと言えます。かつてのZチタンがそうで

あったように、このエクセレンスチタンを眼鏡フレームのグ

ローバルスタンダードにしていきたいと考えています。

　こうして振り返ると、私が歩んだ道は、まさに意志ある所

に道あり──眼鏡フレームにかけた半世紀と言うことが出

来ると思っています。

　今から約100年前に、農閑期の冬の副業として始まった

鯖江の眼鏡フレーム作り。今では国内の生産量で96％の

シェアを持つに至っています。その鯖江で当社（当時、堀川

製作所）が眼鏡部品の製造を始めたのは1956年でした。

　以来半世紀余り。ある時から私は「意志あるところに道

あり」という言葉を座右の銘とするに至りました。眼鏡フ

レームの小さな部品メーカーから出発し、一貫生産が出来

る総合部品メーカーへと成長、やがて自ら販売も手がけ、

世界に輸出するようにもなったわけですが、顧みれば積極

的に新しい分野へ進むと自ずと道が拓けていったような気

がするのです。

　たとえば創業期。工場建設を計画したものの資金がな

く、やむなく親戚の屋敷の一部40坪を借りようとお願いす

ると、何と相手は500坪の土地を出世払いで提供しようと

言ってくれたのです。ここからその後の成長が始まったこと

を考えると、本当に幸運でした。また、1970年頃から眼鏡

フレームの素材が、それまでのセルロイドからメタルへ変わ

り始めました。セルロイド全盛時代、当社はフレームの一

部の金属部品を受注生産する小さなメーカーに過ぎません

でしたが、メタルが全盛となるにつれて、当社の生産技術と

設備を使って必要な部品をすべて用意出来るようになりま

した。こうして1975年頃には総合部品メーカーへと成長す

ることが出来たのです。

　さらに同時期、販売へ進出するため、堀川製作所の販売

部門としてシャルマンを設立しました。その際、アフター

サービスに万全を期すことにしたのですが、品質に細心の

注意を払い、トラブル時には最後まで責任を持つという姿

勢が結果的に市場調査効果につながって、膨大なお客さま

情報の蓄積を生み、そこから独自のノウハウを習得するとと

もにブランドへの信頼も高まりました。人々に安心と喜び

を提供するという当社の社是は、この時期に生まれたもの

です。

　海外進出で「意志あるところに道あり」を感じたのは、米

国への進出時です。シャルマン設立5年後にアジア・ヨー

ロッパ向けに輸出を開始したのですが、どうしてもアメリカ

で勝負がしたくて1982年にニューヨークに販売拠点を設立
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Voice from Customer .1

　大企業とは異なり、「環境経営」を打ち出してい

る中小企業は少ないものです。しかし実際にはコス

ト削減のための設備導入など、不断に行われている

経営活動が、環境的な側面で見れば環境負荷の軽

減に貢献しているという事例は多いのも事実です。

　多くの中小企業にとっての環境対策は、ほとんど

本業と不可分一体に行われています。こうした点を

きちんと評価して意味付けをしていく機能とは、詰

まるところ銀行に期待される「企業を見る目」と言え

ます。評価の巧拙による若干のブレは、初期段階に

おいてはあるかもしれませんが、今後経験を積みな

がら精度を高めていき

たいと考えています。

　昨今では地球温暖化対策として、あらゆる事業者

に環境配慮型経営を通じた社会貢献が求められて

います。こうした中で当行では、金融面からの環境

配慮型経営を促進するため、環境対策が進んでい

る大企業のみならず、当地域で地道に環境配慮に取

り組んでいる中堅・中小企業を評価し、審査・評価

項目に反映出来る制度を構築することとしました。

　今回の協定は、広範囲のネットワークを有する当

行と、環境事業向けファイナンスに強みを有する

DBJが提携することにより、地域において環境事業

を行うお客様のニーズへの対応力を強化するもので

す。これまでも両行は環境事業への協調融資を実施

していますが（注2）、今回、全国でも初めての業務

協力に踏み込んだことで、今後、当行が環境分野に

おいても、地域金融の中心的な役割を果たせるもの

と確信しています。

Voice from Customer .2

「
企
業
を
見
る
目
」

と
し
て
の

環
境
格
付
融
資

北陸銀行支店部
部長代理　

黒川　央氏

実現しています。

　また、営業先も特定の業種に特化することなく、

県内の全業種に対応しており、どんな要望に対して

もお応えするという姿勢で地域密着を実践してい

ます。そうした多種多彩な受注に応える確かな技術

力が評価されて、09年には中小企業庁が選定する

「元気なモノづくり中小企業300社」にも選ばれま

した。

　今回、DBJから当社の環境対策への取組みが評

価されて、環境格付融資を提供して頂いたことで、

地場産業であるメッキ業、ひいては当地域の第2次

産業における環境対応

の高度化に弾みがつく

ことを願っています。

　当社は1955年に現会長の梅田秀雄が創業し、

89年に社名を「富山メッキ」から「ユニゾーン」へ

変更しました。「ユニ（調和）」と「ゾーン（地域）」

を合わせた造語で、そこには「地域と１つになって

歩み、独自性のあるオンリーワン企業になる」、また

「ユニークな地域集団」との意味合いを込めてい

ます。

　当社の強みの１つが搬送営業です。これは創業

当時、自転車でお客様の工場を回って営業しなが

ら、注文があればそのまま部品をもらい受け、すぐ

に加工して納品していたスタイルを受け継いだもの

で、現在、搬送営業網は富山県内全域を網羅し、

営業担当社員が毎日10台の自社トラックを活用

し、約200社のお客様と直接対応しています。この

営業便を午前便、午後便と2つに分けることで、引

き取りから納品まで24時間以内という納期短縮を

Voice from Customer .3
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企
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と
し
て

株式会社ユニゾーン
代表取締役専務

梅田　雄一朗氏

意志あるところに道あり──
眼鏡フレームにかけた半世紀。

株式会社シャルマン　
代表取締役会長

堀川　馨氏
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ベ
ー
ス
に
、
中

期
経
営
計
画
の
策
定
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

を
支
援在

の
同
社
の
重
要
な
経

営
課
題
が
ア
ジ
ア
戦
略

だ
。
同
社
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
宮

地
正
雄
氏
は
「
こ
れ
か
ら
は
ア

ジ
ア
の
時
代
」
と
照
準
を
定

め
、
そ
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
2
0
5
0
年
に
は
ア
ジ
ア

の
人
口
が
世
界
の
5
7
％
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
成
熟

化
が
進
む
日
本
市
場
に
お
い
て

は
、
質
の
高
い
商
品
と
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
し
、
量
に
つ
い
て
は

ア
ジ
ア
・
新
興
国
を
主
体
と
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
を
図

り
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
を
含
む
海

外
で
拡
大
す
る
戦
略
を
採
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
の

海
外
売
上
比
率
は
す
で
に

7
2
％
に
達
し
て
お
り
、
為
替

変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く

い
企
業
体
質
の
確
立
が
急
務
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
材
料
な
ど

の
原
価
自
体
を
円
以
外
の
通
貨

に
切
り
替
え
る
こ
と
、
お
よ
び

円
を
介
さ
な
い
取
引
形
態
へ
の

移
行
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
　

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
は
、
こ
う

し
た
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
0
9
年
1
月
と
3
月
に

実
施
し
た
香
港
子
会
社
に
対
す

る
外
貨
建
て
融
資
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
0
9
年
1
月
の
外
貨
建

て
融
資
の
使
途
は
、
同
社
ア
ジ

ア
地
区
の
統
括
会
社
で
あ
る
香

港
現
地
法
人
が
、
中
国
で
新
し

い
製
造
拠
点
を
準
備
す
る
た
め

の
も
の
だ
っ
た
。
松
宮
氏
は
、

今
回
の
外
貨
建
て
融
資
の
ア
レ

ン
ジ
も
、
厳
し
い
国
際
競
争
の

下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
推
し

進
め
る
同
社
を
長
期
的
に
支
援

し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
っ

た
と
い
う
。

　
「
グ
ル
ー
プ
の
資
本
・
資
産

構
成
の
通
貨
別
に
よ
る
構
造
的

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
過
程

に
お
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
的
な
意
義

に
よ
り
香
港
子
会
社
向
け
の
外

貨
建
て
融
資
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
香
港
は
当
社
の

中
国
へ
の
投
資
拠
点
で
あ
り
、

中
国
市
場
の
繁
栄
を
取
り
込
む

戦
略
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
当
社
の
収
益
モ

デ
ル
を
成
立
さ
せ
る
海
外
投
資

セ
ン
タ
ー
と
の
取
引
を
し
て
頂

く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
収
益

ス
ト
ー
リ
ー
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
を
客
観
的
に
行
い
、
そ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
会
を
得

た
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
」

中
期
経
営
計
画
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

う
し
た
実
績
を

受
け
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ

に
は
次
の
支
援
へ
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
同
社
中
期
経

営
計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
だ
。
松
宮
氏
は
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
期
待
す
る
の
は
無
形
資
産

の
評
価
・
審
査
力
だ
と
い
う
。

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
、
長
期
に
わ

た
る
企
業
価
値
の
増
大
を
願
う

株
主
の
視
点
か
ら
、
当
社
の
戦

略
の
柱
と
な
る
ハ
ウ
ス
ブ
ラ
ン

ド
を
生
み
出
す
た
め
の
無
形
資

産
の
評
価
・
審
査
力
に
期
待
し

て
お
り
、
中
期
経
営
計
画
策
定

に
お
け
る
川
上

段
階
か
ら
率
直

な
意
見
を
頂
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来

の
上
場
を
め
ざ

す
当
社
の
エ
ク

イ
テ
ィ
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た

実
現
す
べ
き
企
業
価
値
の
設
定

や
資
本
政
策
に
つ
い
て
ご
提
案

頂
き
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
同
社
の
中
期
経
営
計
画
は

現
在
、
基
本
フ
レ
ー
ム
の
検

討
段
階
に
あ
り
、
近
い
う
ち

に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
交
え
た
本
格
的

な
中
身
の
検
討
に
移
る
予
定

で
あ
る
。
荘
は
「
中
期
経
営

計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

全
体
と
し
て
の
力
量
が
試
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
。
本
店
の
関

連
部
署
と
も
連
携
し
、
必
ず
や

お
客
様
の
期
待
に
応
え
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
る
。

  

環
境
金
融
に
お
け
る

  

地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

企
業
経
営
力
の
“
見
え
る
化
„

に
活
用
す
る

Ｂ
Ｊ
が
最
重
要
業
務
と

位
置
づ
け
る
環
境
分
野

で
も
着
実
な
取
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
0
9
年

9
月
8
日
に
（
株
）
北
陸
銀
行

と
の
間
で
締
結
し
た
「
環
境
投

融
資
等
に
関
す
る
業
務
協
力
協

定
」
だ
。

　
そ
の
狙
い
は
、
北
陸
地
域
に

お
い
て
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
ち
、
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
北
陸
銀
行
と
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
（
注

1
）
を
始
め
と
す
る
環
境
事
業

向
け
金
融
に
積
極
的
に
取
り
組

む
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
協
働
す
る
こ
と

で
、
北
陸
地
域
に
お
い
て
環
境

事
業
を
行
う
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と

だ
。
あ
わ
せ
て
、
同
地
域
に
お

け
る
個
別
の
環
境
事
業
や
、
環

境
事
業
に
係
る
業
界
動
向
な
ど

に
つ
い
て
も
両
行
間
で
情
報
交

換
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
良

質
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形

成
や
案
件
発
掘
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
北
陸
銀
行
で
協
定
締
結
の
実

務
作
業
に
当
た
っ
た
支
店
部
の

黒
川
央
氏
は
、
環
境
格
付
融
資

の
ス
キ
ー
ム
は
、
お
客
様
の
経

営
力
の
“
見
え
る
化
„
に
活
用

出
来
る
点
が
最
大
の
魅
力
だ
と

し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
企
業
の
事
業
性
だ
け
で
は

な
く
環
境
対
策
へ
の
取
組
み
自

体
を
評
価
す
る
と
い
う
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
環
境
格
付
融
資
に
は
、
制
度

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
魅
力
を
感

じ
、
協
調
融

資
に
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し

た
。
金
融
機

関
に
と
っ
て

は
、
お
客
様
の
財
務
評
価
に
加

え
て
、
そ
の
経
営
力
の
“
見
え

る
化
„
、
す
な
わ
ち
数
値
化
、

定
性
面
で
の
評
価
が
共
通
の

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
環
境
へ
の
配
慮

が
高
い
企
業
が
優
良
企
業
で
あ

る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
環

境
融
資
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

長
年
の
課
題
解
決
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
て
る
と
い
う
気
が
し

て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ま
で

の
協
調
融
資
の
中
で
実
施
し
た

経
営
者
・
経
営
幹
部
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
し
て
、
お
客
様
と

の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
言

う
。

　
「
従
来
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
知
る
に
は
経
営
者
や
経
理
担

当
者
を
相
手
に
設
備
投
資
面
の

切
り
口
か
ら
入
る
の
が
常
で
し

た
が
、
環
境
配
慮
、
つ
ま
り
品

質
管
理
か
ら
入
る
こ
と
で
、
生

産
サ
イ
ド
の
方
々
を
相
手
に
新

し
い
設
備
や
商
品
な
ど
に
つ
い

て
会
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
こ

う
し
た
関
係
強
化
は
大
き
な
競

争
力
と
な
り
ま
す
」

地
域
の
環
境
経
営
に
対
す
る
支

援
モ
デ
ル
と
し
て

定
締
結
の
発
表
後
、
北

陸
銀
行
に
は
多
く
の
照

会
が
あ
っ
た
。

「
お
客
様
の
関
心
は
思
っ
た
以

上
に
高
い
も
の
で
し
た
。
環
境

対
策
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
に

事
業
の
永
続
性
は
な
い
と
い
う

認
識
が
強
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
製
造
業
に
お
い
て

環
境
対
策
は
品
質
管
理
と
不
可

分
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
私

た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に

実
態
は
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」
（
黒
川
氏
）

　
協
定
締
結
を
受
け
て
、
同
行

で
は
現
在
、
独
自
の
環
境
評
価

シ
ー
ト
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
黒
川
氏
は
、
制
度
ス
タ
ー

ト
後
は
、
年
間
2
0
社
程
度
の

案
件
実
現
を
目
安
に
し
て
い
き

た
い
と
す
る
一
方
で
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
財
務
ス
コ
ア

に
よ
る
企
業
評
価
を
補
う
も
の

と
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
蓄
積
で

す
。
環
境
格
付
の
結
果
、
デ

フ
ォ
ル
ト
率
が
0
.
1
％
低
い

か
ら
金
利
を
0
.
1
％
優
遇
す

る
と
い
う
立
て
付
け
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
債
務
者
格
付
け
の
定
量
評

価
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
環
境

だ
け
で
な
く
子
育
て
と
か
防

災
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど

へ
の
取
組
み
が
定
量
デ
ー
タ
と

し
て
集
め
ら
れ
、
格
付
け
作
業

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
す
」

　
今
回
の
協
定
締
結
に
際
し

て
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
サ
イ
ド
で
北
陸
銀

行
と
の
調
整
に
当
た
っ
た
Ｄ
Ｂ

Ｊ
富
山
事
務
所
の
亀
森
和
博

も
、
環
境
格
付
融
資
は
お
客
様

と
の
関
係
を
深
め
る
う
え
で
の

有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
言
う
。

　
「
今
は
金
融
機
関
も
担
保
の

有
無
で
融
資
す
る
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
か
に
お
客
様
と

の
間
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ

を
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

中
で
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

と
も
に
、
定
性
的
な
環
境
活
動

を
数
値
で
示
す
こ
と
が
出
来
る

環
境
格
付
融
資
は
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
ツ
ー

ル
に
な
り
得
る
も
の
で
す
」

　
環
境
分
野
に
お
け
る
金
融
機

関
の
貢
献
に
社
会
的
な
注
目
が

集
ま
る
中
、
今
回
の
締
結
事
例

が
、
地
域
に
お
け
る
環
境
配
慮

型
経
営
に
対
す
る
金
融
支
援
モ

デ
ル
と
し
て
他
の
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

  

地
域
中
堅
企
業
に
対
す
る

  

環
境
格
付
融
資
の
実
行

燃
料
転
換
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
評
価

陸
地
域
で
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環

境
格
付
融
資
の
実
績
は

こ
れ
ま
で
に
3
社
だ
が
、
そ
の

う
ち
の
1
社
が
富
山
県
に
本
社

を
置
く
メ
ッ
キ
事
業
者
の

（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン
だ
。

　
同
社
は
「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
、
未
来
に
残
そ
う
み
ん
な

の
手
で
」
を
環
境
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
取
得
を
始
め
、
水
処

理
や
環
境
対
応
の
め
っ
き
技
術

の
開
発
の
面
で
積
極
的
な
環
境

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し

た
同
社
の
環
境
対
策
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
技
術
品
証
部
技

術
品
証
担
当
部
長
の
堀
井
正
文

氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
環
境
負
荷
の
高
い

メ
ッ
キ
事
業
と
い
う
性

格
か
ら
環
境
対
策
に
は

早
く
か
ら
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば

排
水
対
策
で
は
、
工
場

の
周
囲
が
民
家
や
田
畑

な
の
で
、
万
一
パ
イ
プ

が
破
損
し
て
も
工
場
内
に
排
水

を
止
め
、
外
部
に
漏
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
。
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
取
得
（
0
7
年
に
全

社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
）
も
富
山
県
内
で
は
早
い

方
で
し
た
。
ま
た
、
当
社
独
自

の
「
環
境
影
響
評
価
規
定
」
も

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

の
条
件
な
の
で
早
く
か
ら
用
意

し
て
い
ま
し
た
」

　
今
回
（
0
9
年
５
月
）
の
環

境
格
付
融
資
は
、
同
社
が
本
社

工
場
横
に
建
設
し
た
無
電
解

ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
工
場
（
第
８

工
場
）
に
係
る
設
備
投
資
で
、

汚
泥
発
生
量
を
従
来
比
3
割
程

度
抑
え
た
排
水
処
理
設
備
や
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
た
蒸

気
ボ
イ
ラ
な
ど
を
対
象
と
し
て

い
る
。
「
0
9
年
1
月
に
大
型

メ
ッ
キ
工
場
を
建
設
し
た
際
、

燃
料
を
重
油
か
ら
ガ
ス
に
変
え

た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
が
環
境
配
慮
へ

の
取
組
み
と
し
て
評
価
出
来
る

と
い
う
こ
と
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
方

か
ら
環
境
格
付
融
資
の
提
案
が

あ
っ
た
の
で
す
」
（
堀
井
氏
）

　
同
社
は
環
境
方
針
に
「
環
境

汚
染
の
防
止
と
環
境
負
荷
の
低

減
」
を
掲
げ
て
お
り
、
事
業
活

動
に
お
け
る
環
境
影
響
を
特
定

し
、
適
切
に
対
応
す
る
と
い
う

環
境
経
営
を
着
実
に
実
践
し
て

い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
今
回
の
評

価
に
お
い
て
、
①
独
自
の
「
環

境
影
響
評
価
規
定
」
に
よ
る
定

性
評
価
に
基
づ
い
て
必
要
な
対

策
を
想
定
し
、
環
境
目
標
に
反

映
さ
せ
る
形
で
そ
の
具
体
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
ユ
ー

ザ
ー
の
要
請
に
応
え
て
六
価
ク

ロ
ム
や
鉛
含
有
物
質
な
ど
の
使

用
撤
廃
を
進
め
る
化
学
物
質
管

理
に
つ
い
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
、
②
0
7
年
に

全
社
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得
に
伴
い
、
全
社
環
境

実
施
計
画
の
実
行
体
制
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等

を
高
く
評
価
し
た
。

企
業
の
環
境
配
慮
型
経
営
の
浸

透
に
貢
献
す
る

方
、
評
価

の
過
程
で

見
え
て
来
た
も
の

が
あ
っ
た
と
語
る

の
は
、
代
表
取
締

役
専
務
の
梅
田
雄

一
朗
氏
だ
。
「
格

付
け
評
価
に
際
し

て
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
項
目
の

中
に
は
、
た
と
え

ば
「
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目

的
に
し
た
団
体
に
入
っ
て
い
る

か
」
な
ど
私
た
ち
の
よ
う
な
規

模
の
企
業
か
ら
見
る
と
、
ま
っ

た
く
予
想
も
し
て
い
な
い
、
し

た
が
っ
て
具
体
的
対
応
も
と
れ

て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
て
正

直
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
も
結

果
的
に
は
、
そ
う
し
た
未
着
手

の
部
分
に
こ
れ
か
ら
着
実
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
環

境
格
付
融
資
を
検
討
す
る
際
に

は
格
付
け
が
上
が
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
の
八
木
秀

徳
は
、
北
陸
３
県
で
の
環
境
案

件
の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
北
陸
地
域
で
も
環
境
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

増
え
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

対
象
案
件
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
北
陸
支
店

で
は
現
在
、
資
金
調
達
の
ニ
ー

ズ
が
確
実
な
お
客
さ
ま
に
対
し

て
、
環
境
格
付
融
資
を
活
用
す

る
こ
と
で
対
外
的
な
Ｉ
Ｒ
効
果

が
期
待
出
来
る
、
あ
る
い
は
資

金
調
達
コ
ス
ト
が
軽
減
出
来
る

と
い
っ
た
点
を
説
明
し
な
が
ら

ご
活
用
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
物
流
関
係
で
の

ト
ラ
ッ
ク
の
買
い
替
え
や
メ
ー

カ
ー
の
設
備
更
新
な
ど
で
ご
活

用
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、
大
手
か
ら
中

堅
ク
ラ
ス
に
至
る
ま
で
様
々
な

業
種
･
規
模
の
企
業
を
評
価
対

象
と
し
て
環
境
格
付
を
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
、
本
制
度
を
利

用
し
て
協
調
支
援
を
行
う
地
域

金
融
機
関
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
各
金

融
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
図

眼

「数年後の上場に向け、シャルマングループ様は
今、企業価値の向上に全力で取り組んでいます。
今後、その実現過程において、DBJとしてもアド
バイザリーサービスを始め、様々なご提案・サー
ビスを提供していきたいと考えています」

荘　浩介北陸支店　業務課

「今回の北陸銀行様との環境金融での業務協力
協定は初めての事例だったので、すべてが手探り
状態の中での作業でした。ここで道筋を作ってお
けば次の取り組みもスムーズに進むことになると
の思いで取り組みました」

亀森　和博富山事務所　所長

「DBJには環境格付融資のほかにも防災格付融
資、メザニンファイナンス、各種アドバイザリーな
ど多様な商品・サービスを提供しています。今後も
お客様と共に悩み、解決策を考えたいと思ってい
ます」

八木　秀徳北陸支店　業務課

現

こ

Scene

2

Scene

3

Ｄ

協

北

一

Message from General Manager

地域の産業動向を見据えた
投融資に注力したい。

日本政策投資銀行　北陸支店長

高橋　一浩

り
つ
つ
、
企
業
の
環
境
配
慮
型

経
営
の
浸
透
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
1
）
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
（
格
付
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り

企
業
の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
て
優

れ
た
企
業
を
選
定
す
る
。
そ
の
得
点
に

応
じ
て
3
段
階
の
適
用
金
利
を
設
定
す

る
と
い
う
「
環
境
格
付
け
」
の
専
門
手

法
を
導
入
し
た
世
界
で
初
め
て
の
融
資

メ
ニ
ュ
ー
。

（
注
2
）
北
陸
地
域
で
の
協
調
融
資
の
実
績

0
8
年
4
月
敦
賀
セ
メ
ン
ト
（
株
）
、
0
9

年
3
月
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）
、
0
9
年
5
月
（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン

の
3
社
に
対
し
て
D
B
J
環
境
格
付
融
資
を

実
施
し
て
い
る
。

　DBJ 北陸支店が当地で営業を開始してから約 50 年。この

間、投融資の対象分野も大きく変化しました。かつては通信、

旅館・ホテル等の非製造業が中心でしたが、今では製造業

が中心となり、その他エネルギー、交通インフラ、小売り等

が主な業種になっています。もともと北陸地域は３大都市圏

から 300 キロ圏内にあって産業立地として好位置にあり、機

械、金属、繊維、医薬品を中心とした化学産業の企業が数

多く立地しています。特にニッチな分野でトップを占める製造

業も多く、ものづくりの伝統がある地域です。

こうした中で北陸支店では、これまでの得意分野である設備

資金ニーズに応えていくとともに、年度資金等長期の運転資

金対応及び外貨建て融資、出資も含めて、きめ細かくおつき

合い出来るようなフットワークのいい支店を目指していきたい

と考えています。加えて現在お取引がない地元企業に関し、

常日頃から経営者の方と情報交換し、何らかのニーズが生ま

れたときに即応出来る関係を数多く構築し、支店の顧客基盤

に厚みをつけたいと思っています。

さらに DBJ らしい取組みとして、地域の産業動向を見据え

た投融資に力を入れていきたいと考えています。北陸地域は、

たとえば石川県の産業革新戦略検討委員会、金沢市のもの

づくり戦略策定委員会、富山県の医薬品産業活性化懇談会

など自治体も産業政策に熱心に取り組んでおり、官民一体と

なって地域の産業を支えようという意識が強い地域です。幸

い北陸支店からは、その種の会合の委員に就任する機会も

多いので、地域の産業動向、産業政策の方向性を把握しつ

つ個別の融資にも取り組んでいくことが可能です。行政が考

える重要産業政策と個別企業の事業戦略との間で、DBJ と

してどういうスタンスをとれば行政にもお客様にも喜んで頂け

るのか。そういう全体観の中で仕事をしていくことが重要だ

と思っています。

エクセレンスチタン／（株）シャルマンエクセレンスチタン／（株）シャルマン

形づくられてゆくフレーム／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス機／（株）シャルマンフレーム部品のプレス機／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス作業／（株）シャルマンフレーム部品のプレス作業／（株）シャルマン

品質管理部門／（株）シャルマン品質管理部門／（株）シャルマン

富山本店内の『金融歴史資料館』／北陸銀行

亜鉛メッキ工場亜鉛メッキ工場

メッキされた部品／（株）ユニゾーンメッキされた部品／（株）ユニゾーン

亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン



しました。ただ、米国で拠点を作るまでには、大きな壁を乗

り越えなくてはなりませんでした。

　当初、代理店方式を考えていたのですが、当時は日本製

品に対する評価が低く誰も相手にしてくれません。困り果

てたときに、ある友人から「自分で販売会社を作ればいい」

と言われたことがヒントになって、文字通り清水の舞台か

ら飛び降りる心境で販売会社を設立したのです。ある現地

業界紙からは「絶対失敗するから即刻撤退した方がいい」

と言われる中での船出でしたが、この時も幸運に恵まれま

した。

　折しもトヨタやキャノン、パナソニック、セイコーなど日本

製品のブランドへの評価が高まりつつある時期で、同じく

日本製であるシャルマンブランドが評価され始めたのです。

そうした追い風を受けて、最初の関門を突破することが出

来ました。やがて私は2002年に米国で、眼鏡業界に甚大な

影響を与えたその分野の先駆者に贈られる「STAR OF 

VISION AWARD」を受賞しましたが、こうした名誉も20年

にわたる米国での健闘が認められてのものだと思います。

　フレームの素材開発でも、同様の思いがあります。2000

年頃、超軽量で金属アレルギーがなく錆び防止の特長を

持つZチタンが開発され、当社はこの素材を眼鏡用に使用

することに成功しました。そしてもう一工夫すれば、さらに

眼鏡に適した素材に出来るのではないかと、金属研究の世

界的権威である東北大学金属材料研究所と日本素材

（株）と当社が連携し、8年をかけて開発に成功したのが

エクセレンスチタンです。途中、何度も壁に突き当たり、開

発を断念しかけたこともありましたが、多くの人たちの必死

の努力で商品化にこぎつけました。ソフトな掛け心地と

ホールド感が持続するエクセレンスチタンは、眼鏡フレーム

にとって理想的な素材であり、まさに「次世代の眼鏡フ

レーム」の幕開けと言えます。かつてのZチタンがそうで

あったように、このエクセレンスチタンを眼鏡フレームのグ

ローバルスタンダードにしていきたいと考えています。

　こうして振り返ると、私が歩んだ道は、まさに意志ある所

に道あり──眼鏡フレームにかけた半世紀と言うことが出

来ると思っています。

　今から約100年前に、農閑期の冬の副業として始まった

鯖江の眼鏡フレーム作り。今では国内の生産量で96％の

シェアを持つに至っています。その鯖江で当社（当時、堀川

製作所）が眼鏡部品の製造を始めたのは1956年でした。

　以来半世紀余り。ある時から私は「意志あるところに道

あり」という言葉を座右の銘とするに至りました。眼鏡フ

レームの小さな部品メーカーから出発し、一貫生産が出来

る総合部品メーカーへと成長、やがて自ら販売も手がけ、

世界に輸出するようにもなったわけですが、顧みれば積極

的に新しい分野へ進むと自ずと道が拓けていったような気

がするのです。

　たとえば創業期。工場建設を計画したものの資金がな

く、やむなく親戚の屋敷の一部40坪を借りようとお願いす

ると、何と相手は500坪の土地を出世払いで提供しようと

言ってくれたのです。ここからその後の成長が始まったこと

を考えると、本当に幸運でした。また、1970年頃から眼鏡

フレームの素材が、それまでのセルロイドからメタルへ変わ

り始めました。セルロイド全盛時代、当社はフレームの一

部の金属部品を受注生産する小さなメーカーに過ぎません

でしたが、メタルが全盛となるにつれて、当社の生産技術と

設備を使って必要な部品をすべて用意出来るようになりま

した。こうして1975年頃には総合部品メーカーへと成長す

ることが出来たのです。

　さらに同時期、販売へ進出するため、堀川製作所の販売

部門としてシャルマンを設立しました。その際、アフター

サービスに万全を期すことにしたのですが、品質に細心の

注意を払い、トラブル時には最後まで責任を持つという姿

勢が結果的に市場調査効果につながって、膨大なお客さま

情報の蓄積を生み、そこから独自のノウハウを習得するとと

もにブランドへの信頼も高まりました。人々に安心と喜び

を提供するという当社の社是は、この時期に生まれたもの

です。

　海外進出で「意志あるところに道あり」を感じたのは、米

国への進出時です。シャルマン設立5年後にアジア・ヨー

ロッパ向けに輸出を開始したのですが、どうしてもアメリカ

で勝負がしたくて1982年にニューヨークに販売拠点を設立
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Voice from Customer .1

　大企業とは異なり、「環境経営」を打ち出してい

る中小企業は少ないものです。しかし実際にはコス

ト削減のための設備導入など、不断に行われている

経営活動が、環境的な側面で見れば環境負荷の軽

減に貢献しているという事例は多いのも事実です。

　多くの中小企業にとっての環境対策は、ほとんど

本業と不可分一体に行われています。こうした点を

きちんと評価して意味付けをしていく機能とは、詰

まるところ銀行に期待される「企業を見る目」と言え

ます。評価の巧拙による若干のブレは、初期段階に

おいてはあるかもしれませんが、今後経験を積みな

がら精度を高めていき

たいと考えています。

　昨今では地球温暖化対策として、あらゆる事業者

に環境配慮型経営を通じた社会貢献が求められて

います。こうした中で当行では、金融面からの環境

配慮型経営を促進するため、環境対策が進んでい

る大企業のみならず、当地域で地道に環境配慮に取

り組んでいる中堅・中小企業を評価し、審査・評価

項目に反映出来る制度を構築することとしました。

　今回の協定は、広範囲のネットワークを有する当

行と、環境事業向けファイナンスに強みを有する

DBJが提携することにより、地域において環境事業

を行うお客様のニーズへの対応力を強化するもので

す。これまでも両行は環境事業への協調融資を実施

していますが（注2）、今回、全国でも初めての業務

協力に踏み込んだことで、今後、当行が環境分野に

おいても、地域金融の中心的な役割を果たせるもの

と確信しています。

Voice from Customer .2

「
企
業
を
見
る
目
」

と
し
て
の

環
境
格
付
融
資

北陸銀行支店部
部長代理　

黒川　央氏

実現しています。

　また、営業先も特定の業種に特化することなく、

県内の全業種に対応しており、どんな要望に対して

もお応えするという姿勢で地域密着を実践してい

ます。そうした多種多彩な受注に応える確かな技術

力が評価されて、09年には中小企業庁が選定する

「元気なモノづくり中小企業300社」にも選ばれま

した。

　今回、DBJから当社の環境対策への取組みが評

価されて、環境格付融資を提供して頂いたことで、

地場産業であるメッキ業、ひいては当地域の第2次

産業における環境対応

の高度化に弾みがつく

ことを願っています。

　当社は1955年に現会長の梅田秀雄が創業し、

89年に社名を「富山メッキ」から「ユニゾーン」へ

変更しました。「ユニ（調和）」と「ゾーン（地域）」

を合わせた造語で、そこには「地域と１つになって

歩み、独自性のあるオンリーワン企業になる」、また

「ユニークな地域集団」との意味合いを込めてい

ます。

　当社の強みの１つが搬送営業です。これは創業

当時、自転車でお客様の工場を回って営業しなが

ら、注文があればそのまま部品をもらい受け、すぐ

に加工して納品していたスタイルを受け継いだもの

で、現在、搬送営業網は富山県内全域を網羅し、

営業担当社員が毎日10台の自社トラックを活用

し、約200社のお客様と直接対応しています。この

営業便を午前便、午後便と2つに分けることで、引

き取りから納品まで24時間以内という納期短縮を

Voice from Customer .3

地
域
と
１
つ
に

な
っ
て
歩
む

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
と
し
て

株式会社ユニゾーン
代表取締役専務

梅田　雄一朗氏

意志あるところに道あり──
眼鏡フレームにかけた半世紀。

株式会社シャルマン　
代表取締役会長

堀川　馨氏

Scene

1

  

投
融
資
一
体
型
の
金
融

  

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

中
長
期
的
な
視
点
で
お
客
様
と

お
付
き
合
い
す
る

鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー

の
集
積
地
と
し
て
発
展

し
て
き
た
福
井
県
鯖
江
市
。
現

在
、
そ
の
生
産
量
は
国
内
の

9
6
%
。
世
界
の
約
2
0
%
を

占
め
る
。

　
（
株
）
シ
ャ
ル
マ
ン
は
そ
の

鯖
江
市
で
１
９
５
６
年
に
創
業

し
て
以
来
、
代
表
取
締
役
会
長

の
堀
川
馨
（
か
お
る
）
氏
に
よ

る
先
進
的
経
営
で
、
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
の
企
画
・
開
発
・
生

産
・
販
売
グ
ル
ー
プ
と
し
て
国

内
最
大
手
の
地
位
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
国
内
同
業
の
中
で

は
唯
一
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を

展
開
。
そ
の
販
売
拠
点
は
世
界

主
要
1
7
ヵ
国
に
広
が
り
、
代

理
店
を
通
じ
た
販
売
先
も
世
界

1
0
0
ヵ
国
以
上
と
、
福
井
発

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
成

長
を
続
け
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
か
ね
て
よ
り
、
同

社
に
対
し
て
設
備
資
金
の
提
供

を
軸
に
中
長
期
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
提
供
し
て
き
た
。
北
陸
支

店
の
荘
浩
介
は
、
同
社
と
の
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
基
本
に

は
中
長
期
的
な
お
付
き
合
い
の

姿
勢
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
言
う
。

　
「
あ
る
企
業
の
役
員
の
方

か
ら
、
“
叩
け
ば
い
い
提
案

を
し
て
く
れ
る
の
が
Ｄ
Ｂ

Ｊ
„
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
客
様
の
課
題
に

対
し
て
最
適
と
思
わ
れ
る
提

案
を
行
う
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
。
そ

の
結
果
、
お
客
様
と
の
間
で

議
論
が
生

ま
れ
、
積

極
的
な
提

案
と
議
論

の
繰
り
返

し
の
中
で

信
頼
関
係

が
作
ら
れ

て
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
信
頼
関
係
を
物
語

る
の
が
、
同
社
か
ら
行
わ
れ
た

株
式
引
受
け
の
要
請
だ
。
将
来

の
株
式
上
場
を
見
据
え
、
株
主

構
成
の
見
直
し
を
伴
っ
た
第
三

者
割
当
増
資
を
計
画
し
た
際
に

打
診
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
こ
れ
に
応
え
、
2
0
0
7
年

1
2
月
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
事
業
価
値
創

造
投
資
事
業
組
合
を
通
じ
て
出

資
を
実
施
し
た
。
同
出
資
資
金

は
同
社
中
国
工
場
増
設
の
建
設

資
金
等
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　
同
社
取
締
役
・
常
務
執
行
役

員
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
松
宮
利
裕
氏

は
、
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
将
来
に
わ

た
っ
て
、
当
社
の
収
益
を
生
み

出
し
続
け
る
価
値
の
本
質
に
対

す
る
見
極
め
を
ベ
ー
ス
に
、
中

期
経
営
計
画
の
策
定
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

を
支
援在

の
同
社
の
重
要
な
経

営
課
題
が
ア
ジ
ア
戦
略

だ
。
同
社
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
宮

地
正
雄
氏
は
「
こ
れ
か
ら
は
ア

ジ
ア
の
時
代
」
と
照
準
を
定

め
、
そ
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
2
0
5
0
年
に
は
ア
ジ
ア

の
人
口
が
世
界
の
5
7
％
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
成
熟

化
が
進
む
日
本
市
場
に
お
い
て

は
、
質
の
高
い
商
品
と
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
し
、
量
に
つ
い
て
は

ア
ジ
ア
・
新
興
国
を
主
体
と
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
を
図

り
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
を
含
む
海

外
で
拡
大
す
る
戦
略
を
採
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
の

海
外
売
上
比
率
は
す
で
に

7
2
％
に
達
し
て
お
り
、
為
替

変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く

い
企
業
体
質
の
確
立
が
急
務
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
材
料
な
ど

の
原
価
自
体
を
円
以
外
の
通
貨

に
切
り
替
え
る
こ
と
、
お
よ
び

円
を
介
さ
な
い
取
引
形
態
へ
の

移
行
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
　

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
は
、
こ
う

し
た
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
0
9
年
1
月
と
3
月
に

実
施
し
た
香
港
子
会
社
に
対
す

る
外
貨
建
て
融
資
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
0
9
年
1
月
の
外
貨
建

て
融
資
の
使
途
は
、
同
社
ア
ジ

ア
地
区
の
統
括
会
社
で
あ
る
香

港
現
地
法
人
が
、
中
国
で
新
し

い
製
造
拠
点
を
準
備
す
る
た
め

の
も
の
だ
っ
た
。
松
宮
氏
は
、

今
回
の
外
貨
建
て
融
資
の
ア
レ

ン
ジ
も
、
厳
し
い
国
際
競
争
の

下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
推
し

進
め
る
同
社
を
長
期
的
に
支
援

し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
っ

た
と
い
う
。

　
「
グ
ル
ー
プ
の
資
本
・
資
産

構
成
の
通
貨
別
に
よ
る
構
造
的

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
過
程

に
お
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
的
な
意
義

に
よ
り
香
港
子
会
社
向
け
の
外

貨
建
て
融
資
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
香
港
は
当
社
の

中
国
へ
の
投
資
拠
点
で
あ
り
、

中
国
市
場
の
繁
栄
を
取
り
込
む

戦
略
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
当
社
の
収
益
モ

デ
ル
を
成
立
さ
せ
る
海
外
投
資

セ
ン
タ
ー
と
の
取
引
を
し
て
頂

く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
収
益

ス
ト
ー
リ
ー
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
を
客
観
的
に
行
い
、
そ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
会
を
得

た
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
」

中
期
経
営
計
画
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

う
し
た
実
績
を

受
け
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ

に
は
次
の
支
援
へ
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
同
社
中
期
経

営
計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
だ
。
松
宮
氏
は
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
期
待
す
る
の
は
無
形
資
産

の
評
価
・
審
査
力
だ
と
い
う
。

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
、
長
期
に
わ

た
る
企
業
価
値
の
増
大
を
願
う

株
主
の
視
点
か
ら
、
当
社
の
戦

略
の
柱
と
な
る
ハ
ウ
ス
ブ
ラ
ン

ド
を
生
み
出
す
た
め
の
無
形
資

産
の
評
価
・
審
査
力
に
期
待
し

て
お
り
、
中
期
経
営
計
画
策
定

に
お
け
る
川
上

段
階
か
ら
率
直

な
意
見
を
頂
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来

の
上
場
を
め
ざ

す
当
社
の
エ
ク

イ
テ
ィ
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た

実
現
す
べ
き
企
業
価
値
の
設
定

や
資
本
政
策
に
つ
い
て
ご
提
案

頂
き
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
同
社
の
中
期
経
営
計
画
は

現
在
、
基
本
フ
レ
ー
ム
の
検

討
段
階
に
あ
り
、
近
い
う
ち

に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
交
え
た
本
格
的

な
中
身
の
検
討
に
移
る
予
定

で
あ
る
。
荘
は
「
中
期
経
営

計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

全
体
と
し
て
の
力
量
が
試
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
。
本
店
の
関

連
部
署
と
も
連
携
し
、
必
ず
や

お
客
様
の
期
待
に
応
え
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
る
。

  

環
境
金
融
に
お
け
る

  

地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

企
業
経
営
力
の
“
見
え
る
化
„

に
活
用
す
る

Ｂ
Ｊ
が
最
重
要
業
務
と

位
置
づ
け
る
環
境
分
野

で
も
着
実
な
取
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
0
9
年

9
月
8
日
に
（
株
）
北
陸
銀
行

と
の
間
で
締
結
し
た
「
環
境
投

融
資
等
に
関
す
る
業
務
協
力
協

定
」
だ
。

　
そ
の
狙
い
は
、
北
陸
地
域
に

お
い
て
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
ち
、
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
北
陸
銀
行
と
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
（
注

1
）
を
始
め
と
す
る
環
境
事
業

向
け
金
融
に
積
極
的
に
取
り
組

む
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
協
働
す
る
こ
と

で
、
北
陸
地
域
に
お
い
て
環
境

事
業
を
行
う
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と

だ
。
あ
わ
せ
て
、
同
地
域
に
お

け
る
個
別
の
環
境
事
業
や
、
環

境
事
業
に
係
る
業
界
動
向
な
ど

に
つ
い
て
も
両
行
間
で
情
報
交

換
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
良

質
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形

成
や
案
件
発
掘
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
北
陸
銀
行
で
協
定
締
結
の
実

務
作
業
に
当
た
っ
た
支
店
部
の

黒
川
央
氏
は
、
環
境
格
付
融
資

の
ス
キ
ー
ム
は
、
お
客
様
の
経

営
力
の
“
見
え
る
化
„
に
活
用

出
来
る
点
が
最
大
の
魅
力
だ
と

し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
企
業
の
事
業
性
だ
け
で
は

な
く
環
境
対
策
へ
の
取
組
み
自

体
を
評
価
す
る
と
い
う
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
環
境
格
付
融
資
に
は
、
制
度

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
魅
力
を
感

じ
、
協
調
融

資
に
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し

た
。
金
融
機

関
に
と
っ
て

は
、
お
客
様
の
財
務
評
価
に
加

え
て
、
そ
の
経
営
力
の
“
見
え

る
化
„
、
す
な
わ
ち
数
値
化
、

定
性
面
で
の
評
価
が
共
通
の

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
環
境
へ
の
配
慮

が
高
い
企
業
が
優
良
企
業
で
あ

る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
環

境
融
資
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

長
年
の
課
題
解
決
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
て
る
と
い
う
気
が
し

て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ま
で

の
協
調
融
資
の
中
で
実
施
し
た

経
営
者
・
経
営
幹
部
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
し
て
、
お
客
様
と

の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
言

う
。

　
「
従
来
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
知
る
に
は
経
営
者
や
経
理
担

当
者
を
相
手
に
設
備
投
資
面
の

切
り
口
か
ら
入
る
の
が
常
で
し

た
が
、
環
境
配
慮
、
つ
ま
り
品

質
管
理
か
ら
入
る
こ
と
で
、
生

産
サ
イ
ド
の
方
々
を
相
手
に
新

し
い
設
備
や
商
品
な
ど
に
つ
い

て
会
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
こ

う
し
た
関
係
強
化
は
大
き
な
競

争
力
と
な
り
ま
す
」

地
域
の
環
境
経
営
に
対
す
る
支

援
モ
デ
ル
と
し
て

定
締
結
の
発
表
後
、
北

陸
銀
行
に
は
多
く
の
照

会
が
あ
っ
た
。

「
お
客
様
の
関
心
は
思
っ
た
以

上
に
高
い
も
の
で
し
た
。
環
境

対
策
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
に

事
業
の
永
続
性
は
な
い
と
い
う

認
識
が
強
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
製
造
業
に
お
い
て

環
境
対
策
は
品
質
管
理
と
不
可

分
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
私

た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に

実
態
は
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」
（
黒
川
氏
）

　
協
定
締
結
を
受
け
て
、
同
行

で
は
現
在
、
独
自
の
環
境
評
価

シ
ー
ト
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
黒
川
氏
は
、
制
度
ス
タ
ー

ト
後
は
、
年
間
2
0
社
程
度
の

案
件
実
現
を
目
安
に
し
て
い
き

た
い
と
す
る
一
方
で
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
財
務
ス
コ
ア

に
よ
る
企
業
評
価
を
補
う
も
の

と
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
蓄
積
で

す
。
環
境
格
付
の
結
果
、
デ

フ
ォ
ル
ト
率
が
0
.
1
％
低
い

か
ら
金
利
を
0
.
1
％
優
遇
す

る
と
い
う
立
て
付
け
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
債
務
者
格
付
け
の
定
量
評

価
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
環
境

だ
け
で
な
く
子
育
て
と
か
防

災
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど

へ
の
取
組
み
が
定
量
デ
ー
タ
と

し
て
集
め
ら
れ
、
格
付
け
作
業

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
す
」

　
今
回
の
協
定
締
結
に
際
し

て
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
サ
イ
ド
で
北
陸
銀

行
と
の
調
整
に
当
た
っ
た
Ｄ
Ｂ

Ｊ
富
山
事
務
所
の
亀
森
和
博

も
、
環
境
格
付
融
資
は
お
客
様

と
の
関
係
を
深
め
る
う
え
で
の

有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
言
う
。

　
「
今
は
金
融
機
関
も
担
保
の

有
無
で
融
資
す
る
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
か
に
お
客
様
と

の
間
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ

を
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

中
で
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

と
も
に
、
定
性
的
な
環
境
活
動

を
数
値
で
示
す
こ
と
が
出
来
る

環
境
格
付
融
資
は
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
ツ
ー

ル
に
な
り
得
る
も
の
で
す
」

　
環
境
分
野
に
お
け
る
金
融
機

関
の
貢
献
に
社
会
的
な
注
目
が

集
ま
る
中
、
今
回
の
締
結
事
例

が
、
地
域
に
お
け
る
環
境
配
慮

型
経
営
に
対
す
る
金
融
支
援
モ

デ
ル
と
し
て
他
の
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

  

地
域
中
堅
企
業
に
対
す
る

  

環
境
格
付
融
資
の
実
行

燃
料
転
換
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
評
価

陸
地
域
で
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環

境
格
付
融
資
の
実
績
は

こ
れ
ま
で
に
3
社
だ
が
、
そ
の

う
ち
の
1
社
が
富
山
県
に
本
社

を
置
く
メ
ッ
キ
事
業
者
の

（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン
だ
。

　
同
社
は
「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
、
未
来
に
残
そ
う
み
ん
な

の
手
で
」
を
環
境
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
取
得
を
始
め
、
水
処

理
や
環
境
対
応
の
め
っ
き
技
術

の
開
発
の
面
で
積
極
的
な
環
境

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し

た
同
社
の
環
境
対
策
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
技
術
品
証
部
技

術
品
証
担
当
部
長
の
堀
井
正
文

氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
環
境
負
荷
の
高
い

メ
ッ
キ
事
業
と
い
う
性

格
か
ら
環
境
対
策
に
は

早
く
か
ら
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば

排
水
対
策
で
は
、
工
場

の
周
囲
が
民
家
や
田
畑

な
の
で
、
万
一
パ
イ
プ

が
破
損
し
て
も
工
場
内
に
排
水

を
止
め
、
外
部
に
漏
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
。
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
取
得
（
0
7
年
に
全

社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
）
も
富
山
県
内
で
は
早
い

方
で
し
た
。
ま
た
、
当
社
独
自

の
「
環
境
影
響
評
価
規
定
」
も

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

の
条
件
な
の
で
早
く
か
ら
用
意

し
て
い
ま
し
た
」

　
今
回
（
0
9
年
５
月
）
の
環

境
格
付
融
資
は
、
同
社
が
本
社

工
場
横
に
建
設
し
た
無
電
解

ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
工
場
（
第
８

工
場
）
に
係
る
設
備
投
資
で
、

汚
泥
発
生
量
を
従
来
比
3
割
程

度
抑
え
た
排
水
処
理
設
備
や
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
た
蒸

気
ボ
イ
ラ
な
ど
を
対
象
と
し
て

い
る
。
「
0
9
年
1
月
に
大
型

メ
ッ
キ
工
場
を
建
設
し
た
際
、

燃
料
を
重
油
か
ら
ガ
ス
に
変
え

た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
が
環
境
配
慮
へ

の
取
組
み
と
し
て
評
価
出
来
る

と
い
う
こ
と
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
方

か
ら
環
境
格
付
融
資
の
提
案
が

あ
っ
た
の
で
す
」
（
堀
井
氏
）

　
同
社
は
環
境
方
針
に
「
環
境

汚
染
の
防
止
と
環
境
負
荷
の
低

減
」
を
掲
げ
て
お
り
、
事
業
活

動
に
お
け
る
環
境
影
響
を
特
定

し
、
適
切
に
対
応
す
る
と
い
う

環
境
経
営
を
着
実
に
実
践
し
て

い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
今
回
の
評

価
に
お
い
て
、
①
独
自
の
「
環

境
影
響
評
価
規
定
」
に
よ
る
定

性
評
価
に
基
づ
い
て
必
要
な
対

策
を
想
定
し
、
環
境
目
標
に
反

映
さ
せ
る
形
で
そ
の
具
体
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
ユ
ー

ザ
ー
の
要
請
に
応
え
て
六
価
ク

ロ
ム
や
鉛
含
有
物
質
な
ど
の
使

用
撤
廃
を
進
め
る
化
学
物
質
管

理
に
つ
い
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
、
②
0
7
年
に

全
社
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得
に
伴
い
、
全
社
環
境

実
施
計
画
の
実
行
体
制
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等

を
高
く
評
価
し
た
。

企
業
の
環
境
配
慮
型
経
営
の
浸

透
に
貢
献
す
る

方
、
評
価

の
過
程
で

見
え
て
来
た
も
の

が
あ
っ
た
と
語
る

の
は
、
代
表
取
締

役
専
務
の
梅
田
雄

一
朗
氏
だ
。
「
格

付
け
評
価
に
際
し

て
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
項
目
の

中
に
は
、
た
と
え

ば
「
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目

的
に
し
た
団
体
に
入
っ
て
い
る

か
」
な
ど
私
た
ち
の
よ
う
な
規

模
の
企
業
か
ら
見
る
と
、
ま
っ

た
く
予
想
も
し
て
い
な
い
、
し

た
が
っ
て
具
体
的
対
応
も
と
れ

て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
て
正

直
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
も
結

果
的
に
は
、
そ
う
し
た
未
着
手

の
部
分
に
こ
れ
か
ら
着
実
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
環

境
格
付
融
資
を
検
討
す
る
際
に

は
格
付
け
が
上
が
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
の
八
木
秀

徳
は
、
北
陸
３
県
で
の
環
境
案

件
の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
北
陸
地
域
で
も
環
境
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

増
え
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

対
象
案
件
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
北
陸
支
店

で
は
現
在
、
資
金
調
達
の
ニ
ー

ズ
が
確
実
な
お
客
さ
ま
に
対
し

て
、
環
境
格
付
融
資
を
活
用
す

る
こ
と
で
対
外
的
な
Ｉ
Ｒ
効
果

が
期
待
出
来
る
、
あ
る
い
は
資

金
調
達
コ
ス
ト
が
軽
減
出
来
る

と
い
っ
た
点
を
説
明
し
な
が
ら

ご
活
用
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
物
流
関
係
で
の

ト
ラ
ッ
ク
の
買
い
替
え
や
メ
ー

カ
ー
の
設
備
更
新
な
ど
で
ご
活

用
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、
大
手
か
ら
中

堅
ク
ラ
ス
に
至
る
ま
で
様
々
な

業
種
･
規
模
の
企
業
を
評
価
対

象
と
し
て
環
境
格
付
を
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
、
本
制
度
を
利

用
し
て
協
調
支
援
を
行
う
地
域

金
融
機
関
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
各
金

融
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
図

眼

「数年後の上場に向け、シャルマングループ様は
今、企業価値の向上に全力で取り組んでいます。
今後、その実現過程において、DBJとしてもアド
バイザリーサービスを始め、様々なご提案・サー
ビスを提供していきたいと考えています」

荘　浩介北陸支店　業務課

「今回の北陸銀行様との環境金融での業務協力
協定は初めての事例だったので、すべてが手探り
状態の中での作業でした。ここで道筋を作ってお
けば次の取り組みもスムーズに進むことになると
の思いで取り組みました」

亀森　和博富山事務所　所長

「DBJには環境格付融資のほかにも防災格付融
資、メザニンファイナンス、各種アドバイザリーな
ど多様な商品・サービスを提供しています。今後も
お客様と共に悩み、解決策を考えたいと思ってい
ます」

八木　秀徳北陸支店　業務課

現

こ

Scene

2

Scene

3

Ｄ

協

北

一

Message from General Manager

地域の産業動向を見据えた
投融資に注力したい。

日本政策投資銀行　北陸支店長

高橋　一浩

り
つ
つ
、
企
業
の
環
境
配
慮
型

経
営
の
浸
透
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
1
）
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
（
格
付
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り

企
業
の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
て
優

れ
た
企
業
を
選
定
す
る
。
そ
の
得
点
に

応
じ
て
3
段
階
の
適
用
金
利
を
設
定
す

る
と
い
う
「
環
境
格
付
け
」
の
専
門
手

法
を
導
入
し
た
世
界
で
初
め
て
の
融
資

メ
ニ
ュ
ー
。

（
注
2
）
北
陸
地
域
で
の
協
調
融
資
の
実
績

0
8
年
4
月
敦
賀
セ
メ
ン
ト
（
株
）
、
0
9

年
3
月
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）
、
0
9
年
5
月
（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン

の
3
社
に
対
し
て
D
B
J
環
境
格
付
融
資
を

実
施
し
て
い
る
。

　DBJ 北陸支店が当地で営業を開始してから約 50 年。この

間、投融資の対象分野も大きく変化しました。かつては通信、

旅館・ホテル等の非製造業が中心でしたが、今では製造業

が中心となり、その他エネルギー、交通インフラ、小売り等

が主な業種になっています。もともと北陸地域は３大都市圏

から 300 キロ圏内にあって産業立地として好位置にあり、機

械、金属、繊維、医薬品を中心とした化学産業の企業が数

多く立地しています。特にニッチな分野でトップを占める製造

業も多く、ものづくりの伝統がある地域です。

こうした中で北陸支店では、これまでの得意分野である設備

資金ニーズに応えていくとともに、年度資金等長期の運転資

金対応及び外貨建て融資、出資も含めて、きめ細かくおつき

合い出来るようなフットワークのいい支店を目指していきたい

と考えています。加えて現在お取引がない地元企業に関し、

常日頃から経営者の方と情報交換し、何らかのニーズが生ま

れたときに即応出来る関係を数多く構築し、支店の顧客基盤

に厚みをつけたいと思っています。

さらに DBJ らしい取組みとして、地域の産業動向を見据え

た投融資に力を入れていきたいと考えています。北陸地域は、

たとえば石川県の産業革新戦略検討委員会、金沢市のもの

づくり戦略策定委員会、富山県の医薬品産業活性化懇談会

など自治体も産業政策に熱心に取り組んでおり、官民一体と

なって地域の産業を支えようという意識が強い地域です。幸

い北陸支店からは、その種の会合の委員に就任する機会も

多いので、地域の産業動向、産業政策の方向性を把握しつ

つ個別の融資にも取り組んでいくことが可能です。行政が考

える重要産業政策と個別企業の事業戦略との間で、DBJ と

してどういうスタンスをとれば行政にもお客様にも喜んで頂け

るのか。そういう全体観の中で仕事をしていくことが重要だ

と思っています。

エクセレンスチタン／（株）シャルマンエクセレンスチタン／（株）シャルマン

形づくられてゆくフレーム／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス機／（株）シャルマンフレーム部品のプレス機／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス作業／（株）シャルマンフレーム部品のプレス作業／（株）シャルマン

品質管理部門／（株）シャルマン品質管理部門／（株）シャルマン

富山本店内の『金融歴史資料館』／北陸銀行

亜鉛メッキ工場亜鉛メッキ工場

メッキされた部品／（株）ユニゾーンメッキされた部品／（株）ユニゾーン

亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン



しました。ただ、米国で拠点を作るまでには、大きな壁を乗

り越えなくてはなりませんでした。

　当初、代理店方式を考えていたのですが、当時は日本製

品に対する評価が低く誰も相手にしてくれません。困り果

てたときに、ある友人から「自分で販売会社を作ればいい」

と言われたことがヒントになって、文字通り清水の舞台か

ら飛び降りる心境で販売会社を設立したのです。ある現地

業界紙からは「絶対失敗するから即刻撤退した方がいい」

と言われる中での船出でしたが、この時も幸運に恵まれま

した。

　折しもトヨタやキャノン、パナソニック、セイコーなど日本

製品のブランドへの評価が高まりつつある時期で、同じく

日本製であるシャルマンブランドが評価され始めたのです。

そうした追い風を受けて、最初の関門を突破することが出

来ました。やがて私は2002年に米国で、眼鏡業界に甚大な

影響を与えたその分野の先駆者に贈られる「STAR OF 

VISION AWARD」を受賞しましたが、こうした名誉も20年

にわたる米国での健闘が認められてのものだと思います。

　フレームの素材開発でも、同様の思いがあります。2000

年頃、超軽量で金属アレルギーがなく錆び防止の特長を

持つZチタンが開発され、当社はこの素材を眼鏡用に使用

することに成功しました。そしてもう一工夫すれば、さらに

眼鏡に適した素材に出来るのではないかと、金属研究の世

界的権威である東北大学金属材料研究所と日本素材

（株）と当社が連携し、8年をかけて開発に成功したのが

エクセレンスチタンです。途中、何度も壁に突き当たり、開

発を断念しかけたこともありましたが、多くの人たちの必死

の努力で商品化にこぎつけました。ソフトな掛け心地と

ホールド感が持続するエクセレンスチタンは、眼鏡フレーム

にとって理想的な素材であり、まさに「次世代の眼鏡フ

レーム」の幕開けと言えます。かつてのZチタンがそうで

あったように、このエクセレンスチタンを眼鏡フレームのグ

ローバルスタンダードにしていきたいと考えています。

　こうして振り返ると、私が歩んだ道は、まさに意志ある所

に道あり──眼鏡フレームにかけた半世紀と言うことが出

来ると思っています。

　今から約100年前に、農閑期の冬の副業として始まった

鯖江の眼鏡フレーム作り。今では国内の生産量で96％の

シェアを持つに至っています。その鯖江で当社（当時、堀川

製作所）が眼鏡部品の製造を始めたのは1956年でした。

　以来半世紀余り。ある時から私は「意志あるところに道

あり」という言葉を座右の銘とするに至りました。眼鏡フ

レームの小さな部品メーカーから出発し、一貫生産が出来

る総合部品メーカーへと成長、やがて自ら販売も手がけ、

世界に輸出するようにもなったわけですが、顧みれば積極

的に新しい分野へ進むと自ずと道が拓けていったような気

がするのです。

　たとえば創業期。工場建設を計画したものの資金がな

く、やむなく親戚の屋敷の一部40坪を借りようとお願いす

ると、何と相手は500坪の土地を出世払いで提供しようと

言ってくれたのです。ここからその後の成長が始まったこと

を考えると、本当に幸運でした。また、1970年頃から眼鏡

フレームの素材が、それまでのセルロイドからメタルへ変わ

り始めました。セルロイド全盛時代、当社はフレームの一

部の金属部品を受注生産する小さなメーカーに過ぎません

でしたが、メタルが全盛となるにつれて、当社の生産技術と

設備を使って必要な部品をすべて用意出来るようになりま

した。こうして1975年頃には総合部品メーカーへと成長す

ることが出来たのです。

　さらに同時期、販売へ進出するため、堀川製作所の販売

部門としてシャルマンを設立しました。その際、アフター

サービスに万全を期すことにしたのですが、品質に細心の

注意を払い、トラブル時には最後まで責任を持つという姿

勢が結果的に市場調査効果につながって、膨大なお客さま

情報の蓄積を生み、そこから独自のノウハウを習得するとと

もにブランドへの信頼も高まりました。人々に安心と喜び

を提供するという当社の社是は、この時期に生まれたもの

です。

　海外進出で「意志あるところに道あり」を感じたのは、米

国への進出時です。シャルマン設立5年後にアジア・ヨー

ロッパ向けに輸出を開始したのですが、どうしてもアメリカ

で勝負がしたくて1982年にニューヨークに販売拠点を設立
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Voice from Customer .1

　大企業とは異なり、「環境経営」を打ち出してい

る中小企業は少ないものです。しかし実際にはコス

ト削減のための設備導入など、不断に行われている

経営活動が、環境的な側面で見れば環境負荷の軽

減に貢献しているという事例は多いのも事実です。

　多くの中小企業にとっての環境対策は、ほとんど

本業と不可分一体に行われています。こうした点を

きちんと評価して意味付けをしていく機能とは、詰

まるところ銀行に期待される「企業を見る目」と言え

ます。評価の巧拙による若干のブレは、初期段階に

おいてはあるかもしれませんが、今後経験を積みな

がら精度を高めていき

たいと考えています。

　昨今では地球温暖化対策として、あらゆる事業者

に環境配慮型経営を通じた社会貢献が求められて

います。こうした中で当行では、金融面からの環境

配慮型経営を促進するため、環境対策が進んでい

る大企業のみならず、当地域で地道に環境配慮に取

り組んでいる中堅・中小企業を評価し、審査・評価

項目に反映出来る制度を構築することとしました。

　今回の協定は、広範囲のネットワークを有する当

行と、環境事業向けファイナンスに強みを有する

DBJが提携することにより、地域において環境事業

を行うお客様のニーズへの対応力を強化するもので

す。これまでも両行は環境事業への協調融資を実施

していますが（注2）、今回、全国でも初めての業務

協力に踏み込んだことで、今後、当行が環境分野に

おいても、地域金融の中心的な役割を果たせるもの

と確信しています。

Voice from Customer .2

「
企
業
を
見
る
目
」

と
し
て
の

環
境
格
付
融
資

北陸銀行支店部
部長代理　

黒川　央氏

実現しています。

　また、営業先も特定の業種に特化することなく、

県内の全業種に対応しており、どんな要望に対して

もお応えするという姿勢で地域密着を実践してい

ます。そうした多種多彩な受注に応える確かな技術

力が評価されて、09年には中小企業庁が選定する

「元気なモノづくり中小企業300社」にも選ばれま

した。

　今回、DBJから当社の環境対策への取組みが評

価されて、環境格付融資を提供して頂いたことで、

地場産業であるメッキ業、ひいては当地域の第2次

産業における環境対応

の高度化に弾みがつく

ことを願っています。

　当社は1955年に現会長の梅田秀雄が創業し、

89年に社名を「富山メッキ」から「ユニゾーン」へ

変更しました。「ユニ（調和）」と「ゾーン（地域）」

を合わせた造語で、そこには「地域と１つになって

歩み、独自性のあるオンリーワン企業になる」、また

「ユニークな地域集団」との意味合いを込めてい

ます。

　当社の強みの１つが搬送営業です。これは創業

当時、自転車でお客様の工場を回って営業しなが

ら、注文があればそのまま部品をもらい受け、すぐ

に加工して納品していたスタイルを受け継いだもの

で、現在、搬送営業網は富山県内全域を網羅し、

営業担当社員が毎日10台の自社トラックを活用

し、約200社のお客様と直接対応しています。この

営業便を午前便、午後便と2つに分けることで、引

き取りから納品まで24時間以内という納期短縮を

Voice from Customer .3

地
域
と
１
つ
に

な
っ
て
歩
む

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
と
し
て

株式会社ユニゾーン
代表取締役専務

梅田　雄一朗氏

意志あるところに道あり──
眼鏡フレームにかけた半世紀。

株式会社シャルマン　
代表取締役会長

堀川　馨氏

Scene

1

  

投
融
資
一
体
型
の
金
融

  

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

中
長
期
的
な
視
点
で
お
客
様
と

お
付
き
合
い
す
る

鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー

の
集
積
地
と
し
て
発
展

し
て
き
た
福
井
県
鯖
江
市
。
現

在
、
そ
の
生
産
量
は
国
内
の

9
6
%
。
世
界
の
約
2
0
%
を

占
め
る
。

　
（
株
）
シ
ャ
ル
マ
ン
は
そ
の

鯖
江
市
で
１
９
５
６
年
に
創
業

し
て
以
来
、
代
表
取
締
役
会
長

の
堀
川
馨
（
か
お
る
）
氏
に
よ

る
先
進
的
経
営
で
、
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
の
企
画
・
開
発
・
生

産
・
販
売
グ
ル
ー
プ
と
し
て
国

内
最
大
手
の
地
位
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
国
内
同
業
の
中
で

は
唯
一
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を

展
開
。
そ
の
販
売
拠
点
は
世
界

主
要
1
7
ヵ
国
に
広
が
り
、
代

理
店
を
通
じ
た
販
売
先
も
世
界

1
0
0
ヵ
国
以
上
と
、
福
井
発

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
成

長
を
続
け
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
か
ね
て
よ
り
、
同

社
に
対
し
て
設
備
資
金
の
提
供

を
軸
に
中
長
期
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
提
供
し
て
き
た
。
北
陸
支

店
の
荘
浩
介
は
、
同
社
と
の
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
基
本
に

は
中
長
期
的
な
お
付
き
合
い
の

姿
勢
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
言
う
。

　
「
あ
る
企
業
の
役
員
の
方

か
ら
、
“
叩
け
ば
い
い
提
案

を
し
て
く
れ
る
の
が
Ｄ
Ｂ

Ｊ
„
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
客
様
の
課
題
に

対
し
て
最
適
と
思
わ
れ
る
提

案
を
行
う
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
。
そ

の
結
果
、
お
客
様
と
の
間
で

議
論
が
生

ま
れ
、
積

極
的
な
提

案
と
議
論

の
繰
り
返

し
の
中
で

信
頼
関
係

が
作
ら
れ

て
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
信
頼
関
係
を
物
語

る
の
が
、
同
社
か
ら
行
わ
れ
た

株
式
引
受
け
の
要
請
だ
。
将
来

の
株
式
上
場
を
見
据
え
、
株
主

構
成
の
見
直
し
を
伴
っ
た
第
三

者
割
当
増
資
を
計
画
し
た
際
に

打
診
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
こ
れ
に
応
え
、
2
0
0
7
年

1
2
月
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
事
業
価
値
創

造
投
資
事
業
組
合
を
通
じ
て
出

資
を
実
施
し
た
。
同
出
資
資
金

は
同
社
中
国
工
場
増
設
の
建
設

資
金
等
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　
同
社
取
締
役
・
常
務
執
行
役

員
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
松
宮
利
裕
氏

は
、
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
将
来
に
わ

た
っ
て
、
当
社
の
収
益
を
生
み

出
し
続
け
る
価
値
の
本
質
に
対

す
る
見
極
め
を
ベ
ー
ス
に
、
中

期
経
営
計
画
の
策
定
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

を
支
援在

の
同
社
の
重
要
な
経

営
課
題
が
ア
ジ
ア
戦
略

だ
。
同
社
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
宮

地
正
雄
氏
は
「
こ
れ
か
ら
は
ア

ジ
ア
の
時
代
」
と
照
準
を
定

め
、
そ
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
2
0
5
0
年
に
は
ア
ジ
ア

の
人
口
が
世
界
の
5
7
％
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
成
熟

化
が
進
む
日
本
市
場
に
お
い
て

は
、
質
の
高
い
商
品
と
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
し
、
量
に
つ
い
て
は

ア
ジ
ア
・
新
興
国
を
主
体
と
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
を
図

り
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
を
含
む
海

外
で
拡
大
す
る
戦
略
を
採
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
の

海
外
売
上
比
率
は
す
で
に

7
2
％
に
達
し
て
お
り
、
為
替

変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く

い
企
業
体
質
の
確
立
が
急
務
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
材
料
な
ど

の
原
価
自
体
を
円
以
外
の
通
貨

に
切
り
替
え
る
こ
と
、
お
よ
び

円
を
介
さ
な
い
取
引
形
態
へ
の

移
行
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
　

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
は
、
こ
う

し
た
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
0
9
年
1
月
と
3
月
に

実
施
し
た
香
港
子
会
社
に
対
す

る
外
貨
建
て
融
資
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
0
9
年
1
月
の
外
貨
建

て
融
資
の
使
途
は
、
同
社
ア
ジ

ア
地
区
の
統
括
会
社
で
あ
る
香

港
現
地
法
人
が
、
中
国
で
新
し

い
製
造
拠
点
を
準
備
す
る
た
め

の
も
の
だ
っ
た
。
松
宮
氏
は
、

今
回
の
外
貨
建
て
融
資
の
ア
レ

ン
ジ
も
、
厳
し
い
国
際
競
争
の

下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
推
し

進
め
る
同
社
を
長
期
的
に
支
援

し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
っ

た
と
い
う
。

　
「
グ
ル
ー
プ
の
資
本
・
資
産

構
成
の
通
貨
別
に
よ
る
構
造
的

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
過
程

に
お
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
的
な
意
義

に
よ
り
香
港
子
会
社
向
け
の
外

貨
建
て
融
資
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
香
港
は
当
社
の

中
国
へ
の
投
資
拠
点
で
あ
り
、

中
国
市
場
の
繁
栄
を
取
り
込
む

戦
略
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
当
社
の
収
益
モ

デ
ル
を
成
立
さ
せ
る
海
外
投
資

セ
ン
タ
ー
と
の
取
引
を
し
て
頂

く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
収
益

ス
ト
ー
リ
ー
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
を
客
観
的
に
行
い
、
そ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
会
を
得

た
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
」

中
期
経
営
計
画
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

う
し
た
実
績
を

受
け
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ

に
は
次
の
支
援
へ
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
同
社
中
期
経

営
計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
だ
。
松
宮
氏
は
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
期
待
す
る
の
は
無
形
資
産

の
評
価
・
審
査
力
だ
と
い
う
。

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
、
長
期
に
わ

た
る
企
業
価
値
の
増
大
を
願
う

株
主
の
視
点
か
ら
、
当
社
の
戦

略
の
柱
と
な
る
ハ
ウ
ス
ブ
ラ
ン

ド
を
生
み
出
す
た
め
の
無
形
資

産
の
評
価
・
審
査
力
に
期
待
し

て
お
り
、
中
期
経
営
計
画
策
定

に
お
け
る
川
上

段
階
か
ら
率
直

な
意
見
を
頂
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来

の
上
場
を
め
ざ

す
当
社
の
エ
ク

イ
テ
ィ
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た

実
現
す
べ
き
企
業
価
値
の
設
定

や
資
本
政
策
に
つ
い
て
ご
提
案

頂
き
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
同
社
の
中
期
経
営
計
画
は

現
在
、
基
本
フ
レ
ー
ム
の
検

討
段
階
に
あ
り
、
近
い
う
ち

に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
交
え
た
本
格
的

な
中
身
の
検
討
に
移
る
予
定

で
あ
る
。
荘
は
「
中
期
経
営

計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

全
体
と
し
て
の
力
量
が
試
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
。
本
店
の
関

連
部
署
と
も
連
携
し
、
必
ず
や

お
客
様
の
期
待
に
応
え
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
る
。

  

環
境
金
融
に
お
け
る

  

地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

企
業
経
営
力
の
“
見
え
る
化
„

に
活
用
す
る

Ｂ
Ｊ
が
最
重
要
業
務
と

位
置
づ
け
る
環
境
分
野

で
も
着
実
な
取
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
0
9
年

9
月
8
日
に
（
株
）
北
陸
銀
行

と
の
間
で
締
結
し
た
「
環
境
投

融
資
等
に
関
す
る
業
務
協
力
協

定
」
だ
。

　
そ
の
狙
い
は
、
北
陸
地
域
に

お
い
て
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
ち
、
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
北
陸
銀
行
と
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
（
注

1
）
を
始
め
と
す
る
環
境
事
業

向
け
金
融
に
積
極
的
に
取
り
組

む
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
協
働
す
る
こ
と

で
、
北
陸
地
域
に
お
い
て
環
境

事
業
を
行
う
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と

だ
。
あ
わ
せ
て
、
同
地
域
に
お

け
る
個
別
の
環
境
事
業
や
、
環

境
事
業
に
係
る
業
界
動
向
な
ど

に
つ
い
て
も
両
行
間
で
情
報
交

換
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
良

質
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形

成
や
案
件
発
掘
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
北
陸
銀
行
で
協
定
締
結
の
実

務
作
業
に
当
た
っ
た
支
店
部
の

黒
川
央
氏
は
、
環
境
格
付
融
資

の
ス
キ
ー
ム
は
、
お
客
様
の
経

営
力
の
“
見
え
る
化
„
に
活
用

出
来
る
点
が
最
大
の
魅
力
だ
と

し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
企
業
の
事
業
性
だ
け
で
は

な
く
環
境
対
策
へ
の
取
組
み
自

体
を
評
価
す
る
と
い
う
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
環
境
格
付
融
資
に
は
、
制
度

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
魅
力
を
感

じ
、
協
調
融

資
に
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し

た
。
金
融
機

関
に
と
っ
て

は
、
お
客
様
の
財
務
評
価
に
加

え
て
、
そ
の
経
営
力
の
“
見
え

る
化
„
、
す
な
わ
ち
数
値
化
、

定
性
面
で
の
評
価
が
共
通
の

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
環
境
へ
の
配
慮

が
高
い
企
業
が
優
良
企
業
で
あ

る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
環

境
融
資
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

長
年
の
課
題
解
決
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
て
る
と
い
う
気
が
し

て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ま
で

の
協
調
融
資
の
中
で
実
施
し
た

経
営
者
・
経
営
幹
部
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
し
て
、
お
客
様
と

の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
言

う
。

　
「
従
来
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
知
る
に
は
経
営
者
や
経
理
担

当
者
を
相
手
に
設
備
投
資
面
の

切
り
口
か
ら
入
る
の
が
常
で
し

た
が
、
環
境
配
慮
、
つ
ま
り
品

質
管
理
か
ら
入
る
こ
と
で
、
生

産
サ
イ
ド
の
方
々
を
相
手
に
新

し
い
設
備
や
商
品
な
ど
に
つ
い

て
会
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
こ

う
し
た
関
係
強
化
は
大
き
な
競

争
力
と
な
り
ま
す
」

地
域
の
環
境
経
営
に
対
す
る
支

援
モ
デ
ル
と
し
て

定
締
結
の
発
表
後
、
北

陸
銀
行
に
は
多
く
の
照

会
が
あ
っ
た
。

「
お
客
様
の
関
心
は
思
っ
た
以

上
に
高
い
も
の
で
し
た
。
環
境

対
策
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
に

事
業
の
永
続
性
は
な
い
と
い
う

認
識
が
強
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
製
造
業
に
お
い
て

環
境
対
策
は
品
質
管
理
と
不
可

分
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
私

た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に

実
態
は
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」
（
黒
川
氏
）

　
協
定
締
結
を
受
け
て
、
同
行

で
は
現
在
、
独
自
の
環
境
評
価

シ
ー
ト
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
黒
川
氏
は
、
制
度
ス
タ
ー

ト
後
は
、
年
間
2
0
社
程
度
の

案
件
実
現
を
目
安
に
し
て
い
き

た
い
と
す
る
一
方
で
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
財
務
ス
コ
ア

に
よ
る
企
業
評
価
を
補
う
も
の

と
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
蓄
積
で

す
。
環
境
格
付
の
結
果
、
デ

フ
ォ
ル
ト
率
が
0
.
1
％
低
い

か
ら
金
利
を
0
.
1
％
優
遇
す

る
と
い
う
立
て
付
け
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
債
務
者
格
付
け
の
定
量
評

価
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
環
境

だ
け
で
な
く
子
育
て
と
か
防

災
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど

へ
の
取
組
み
が
定
量
デ
ー
タ
と

し
て
集
め
ら
れ
、
格
付
け
作
業

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
す
」

　
今
回
の
協
定
締
結
に
際
し

て
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
サ
イ
ド
で
北
陸
銀

行
と
の
調
整
に
当
た
っ
た
Ｄ
Ｂ

Ｊ
富
山
事
務
所
の
亀
森
和
博

も
、
環
境
格
付
融
資
は
お
客
様

と
の
関
係
を
深
め
る
う
え
で
の

有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
言
う
。

　
「
今
は
金
融
機
関
も
担
保
の

有
無
で
融
資
す
る
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
か
に
お
客
様
と

の
間
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ

を
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

中
で
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

と
も
に
、
定
性
的
な
環
境
活
動

を
数
値
で
示
す
こ
と
が
出
来
る

環
境
格
付
融
資
は
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
ツ
ー

ル
に
な
り
得
る
も
の
で
す
」

　
環
境
分
野
に
お
け
る
金
融
機

関
の
貢
献
に
社
会
的
な
注
目
が

集
ま
る
中
、
今
回
の
締
結
事
例

が
、
地
域
に
お
け
る
環
境
配
慮

型
経
営
に
対
す
る
金
融
支
援
モ

デ
ル
と
し
て
他
の
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

  

地
域
中
堅
企
業
に
対
す
る

  

環
境
格
付
融
資
の
実
行

燃
料
転
換
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
評
価

陸
地
域
で
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環

境
格
付
融
資
の
実
績
は

こ
れ
ま
で
に
3
社
だ
が
、
そ
の

う
ち
の
1
社
が
富
山
県
に
本
社

を
置
く
メ
ッ
キ
事
業
者
の

（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン
だ
。

　
同
社
は
「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
、
未
来
に
残
そ
う
み
ん
な

の
手
で
」
を
環
境
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
取
得
を
始
め
、
水
処

理
や
環
境
対
応
の
め
っ
き
技
術

の
開
発
の
面
で
積
極
的
な
環
境

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し

た
同
社
の
環
境
対
策
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
技
術
品
証
部
技

術
品
証
担
当
部
長
の
堀
井
正
文

氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
環
境
負
荷
の
高
い

メ
ッ
キ
事
業
と
い
う
性

格
か
ら
環
境
対
策
に
は

早
く
か
ら
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば

排
水
対
策
で
は
、
工
場

の
周
囲
が
民
家
や
田
畑

な
の
で
、
万
一
パ
イ
プ

が
破
損
し
て
も
工
場
内
に
排
水

を
止
め
、
外
部
に
漏
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
。
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
取
得
（
0
7
年
に
全

社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
）
も
富
山
県
内
で
は
早
い

方
で
し
た
。
ま
た
、
当
社
独
自

の
「
環
境
影
響
評
価
規
定
」
も

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

の
条
件
な
の
で
早
く
か
ら
用
意

し
て
い
ま
し
た
」

　
今
回
（
0
9
年
５
月
）
の
環

境
格
付
融
資
は
、
同
社
が
本
社

工
場
横
に
建
設
し
た
無
電
解

ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
工
場
（
第
８

工
場
）
に
係
る
設
備
投
資
で
、

汚
泥
発
生
量
を
従
来
比
3
割
程

度
抑
え
た
排
水
処
理
設
備
や
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
た
蒸

気
ボ
イ
ラ
な
ど
を
対
象
と
し
て

い
る
。
「
0
9
年
1
月
に
大
型

メ
ッ
キ
工
場
を
建
設
し
た
際
、

燃
料
を
重
油
か
ら
ガ
ス
に
変
え

た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
が
環
境
配
慮
へ

の
取
組
み
と
し
て
評
価
出
来
る

と
い
う
こ
と
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
方

か
ら
環
境
格
付
融
資
の
提
案
が

あ
っ
た
の
で
す
」
（
堀
井
氏
）

　
同
社
は
環
境
方
針
に
「
環
境

汚
染
の
防
止
と
環
境
負
荷
の
低

減
」
を
掲
げ
て
お
り
、
事
業
活

動
に
お
け
る
環
境
影
響
を
特
定

し
、
適
切
に
対
応
す
る
と
い
う

環
境
経
営
を
着
実
に
実
践
し
て

い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
今
回
の
評

価
に
お
い
て
、
①
独
自
の
「
環

境
影
響
評
価
規
定
」
に
よ
る
定

性
評
価
に
基
づ
い
て
必
要
な
対

策
を
想
定
し
、
環
境
目
標
に
反

映
さ
せ
る
形
で
そ
の
具
体
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
ユ
ー

ザ
ー
の
要
請
に
応
え
て
六
価
ク

ロ
ム
や
鉛
含
有
物
質
な
ど
の
使

用
撤
廃
を
進
め
る
化
学
物
質
管

理
に
つ
い
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
、
②
0
7
年
に

全
社
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得
に
伴
い
、
全
社
環
境

実
施
計
画
の
実
行
体
制
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等

を
高
く
評
価
し
た
。

企
業
の
環
境
配
慮
型
経
営
の
浸

透
に
貢
献
す
る

方
、
評
価

の
過
程
で

見
え
て
来
た
も
の

が
あ
っ
た
と
語
る

の
は
、
代
表
取
締

役
専
務
の
梅
田
雄

一
朗
氏
だ
。
「
格

付
け
評
価
に
際
し

て
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
項
目
の

中
に
は
、
た
と
え

ば
「
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目

的
に
し
た
団
体
に
入
っ
て
い
る

か
」
な
ど
私
た
ち
の
よ
う
な
規

模
の
企
業
か
ら
見
る
と
、
ま
っ

た
く
予
想
も
し
て
い
な
い
、
し

た
が
っ
て
具
体
的
対
応
も
と
れ

て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
て
正

直
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
も
結

果
的
に
は
、
そ
う
し
た
未
着
手

の
部
分
に
こ
れ
か
ら
着
実
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
環

境
格
付
融
資
を
検
討
す
る
際
に

は
格
付
け
が
上
が
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
の
八
木
秀

徳
は
、
北
陸
３
県
で
の
環
境
案

件
の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
北
陸
地
域
で
も
環
境
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

増
え
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

対
象
案
件
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
北
陸
支
店

で
は
現
在
、
資
金
調
達
の
ニ
ー

ズ
が
確
実
な
お
客
さ
ま
に
対
し

て
、
環
境
格
付
融
資
を
活
用
す

る
こ
と
で
対
外
的
な
Ｉ
Ｒ
効
果

が
期
待
出
来
る
、
あ
る
い
は
資

金
調
達
コ
ス
ト
が
軽
減
出
来
る

と
い
っ
た
点
を
説
明
し
な
が
ら

ご
活
用
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
物
流
関
係
で
の

ト
ラ
ッ
ク
の
買
い
替
え
や
メ
ー

カ
ー
の
設
備
更
新
な
ど
で
ご
活

用
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、
大
手
か
ら
中

堅
ク
ラ
ス
に
至
る
ま
で
様
々
な

業
種
･
規
模
の
企
業
を
評
価
対

象
と
し
て
環
境
格
付
を
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
、
本
制
度
を
利

用
し
て
協
調
支
援
を
行
う
地
域

金
融
機
関
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
各
金

融
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
図

眼

「数年後の上場に向け、シャルマングループ様は
今、企業価値の向上に全力で取り組んでいます。
今後、その実現過程において、DBJとしてもアド
バイザリーサービスを始め、様々なご提案・サー
ビスを提供していきたいと考えています」

荘　浩介北陸支店　業務課

「今回の北陸銀行様との環境金融での業務協力
協定は初めての事例だったので、すべてが手探り
状態の中での作業でした。ここで道筋を作ってお
けば次の取り組みもスムーズに進むことになると
の思いで取り組みました」

亀森　和博富山事務所　所長

「DBJには環境格付融資のほかにも防災格付融
資、メザニンファイナンス、各種アドバイザリーな
ど多様な商品・サービスを提供しています。今後も
お客様と共に悩み、解決策を考えたいと思ってい
ます」

八木　秀徳北陸支店　業務課

現

こ

Scene

2

Scene

3

Ｄ

協

北

一

Message from General Manager

地域の産業動向を見据えた
投融資に注力したい。

日本政策投資銀行　北陸支店長

高橋　一浩

り
つ
つ
、
企
業
の
環
境
配
慮
型

経
営
の
浸
透
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
1
）
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
（
格
付
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り

企
業
の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
て
優

れ
た
企
業
を
選
定
す
る
。
そ
の
得
点
に

応
じ
て
3
段
階
の
適
用
金
利
を
設
定
す

る
と
い
う
「
環
境
格
付
け
」
の
専
門
手

法
を
導
入
し
た
世
界
で
初
め
て
の
融
資

メ
ニ
ュ
ー
。

（
注
2
）
北
陸
地
域
で
の
協
調
融
資
の
実
績

0
8
年
4
月
敦
賀
セ
メ
ン
ト
（
株
）
、
0
9

年
3
月
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）
、
0
9
年
5
月
（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン

の
3
社
に
対
し
て
D
B
J
環
境
格
付
融
資
を

実
施
し
て
い
る
。

　DBJ 北陸支店が当地で営業を開始してから約 50 年。この

間、投融資の対象分野も大きく変化しました。かつては通信、

旅館・ホテル等の非製造業が中心でしたが、今では製造業

が中心となり、その他エネルギー、交通インフラ、小売り等

が主な業種になっています。もともと北陸地域は３大都市圏

から 300 キロ圏内にあって産業立地として好位置にあり、機

械、金属、繊維、医薬品を中心とした化学産業の企業が数

多く立地しています。特にニッチな分野でトップを占める製造

業も多く、ものづくりの伝統がある地域です。

こうした中で北陸支店では、これまでの得意分野である設備

資金ニーズに応えていくとともに、年度資金等長期の運転資

金対応及び外貨建て融資、出資も含めて、きめ細かくおつき

合い出来るようなフットワークのいい支店を目指していきたい

と考えています。加えて現在お取引がない地元企業に関し、

常日頃から経営者の方と情報交換し、何らかのニーズが生ま

れたときに即応出来る関係を数多く構築し、支店の顧客基盤

に厚みをつけたいと思っています。

さらに DBJ らしい取組みとして、地域の産業動向を見据え

た投融資に力を入れていきたいと考えています。北陸地域は、

たとえば石川県の産業革新戦略検討委員会、金沢市のもの

づくり戦略策定委員会、富山県の医薬品産業活性化懇談会

など自治体も産業政策に熱心に取り組んでおり、官民一体と

なって地域の産業を支えようという意識が強い地域です。幸

い北陸支店からは、その種の会合の委員に就任する機会も

多いので、地域の産業動向、産業政策の方向性を把握しつ

つ個別の融資にも取り組んでいくことが可能です。行政が考

える重要産業政策と個別企業の事業戦略との間で、DBJ と

してどういうスタンスをとれば行政にもお客様にも喜んで頂け

るのか。そういう全体観の中で仕事をしていくことが重要だ

と思っています。

エクセレンスチタン／（株）シャルマンエクセレンスチタン／（株）シャルマン

形づくられてゆくフレーム／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス機／（株）シャルマンフレーム部品のプレス機／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス作業／（株）シャルマンフレーム部品のプレス作業／（株）シャルマン

品質管理部門／（株）シャルマン品質管理部門／（株）シャルマン

富山本店内の『金融歴史資料館』／北陸銀行

亜鉛メッキ工場亜鉛メッキ工場

メッキされた部品／（株）ユニゾーンメッキされた部品／（株）ユニゾーン

亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン



しました。ただ、米国で拠点を作るまでには、大きな壁を乗

り越えなくてはなりませんでした。

　当初、代理店方式を考えていたのですが、当時は日本製

品に対する評価が低く誰も相手にしてくれません。困り果

てたときに、ある友人から「自分で販売会社を作ればいい」

と言われたことがヒントになって、文字通り清水の舞台か

ら飛び降りる心境で販売会社を設立したのです。ある現地

業界紙からは「絶対失敗するから即刻撤退した方がいい」

と言われる中での船出でしたが、この時も幸運に恵まれま

した。

　折しもトヨタやキャノン、パナソニック、セイコーなど日本

製品のブランドへの評価が高まりつつある時期で、同じく

日本製であるシャルマンブランドが評価され始めたのです。

そうした追い風を受けて、最初の関門を突破することが出

来ました。やがて私は2002年に米国で、眼鏡業界に甚大な

影響を与えたその分野の先駆者に贈られる「STAR OF 

VISION AWARD」を受賞しましたが、こうした名誉も20年

にわたる米国での健闘が認められてのものだと思います。

　フレームの素材開発でも、同様の思いがあります。2000

年頃、超軽量で金属アレルギーがなく錆び防止の特長を

持つZチタンが開発され、当社はこの素材を眼鏡用に使用

することに成功しました。そしてもう一工夫すれば、さらに

眼鏡に適した素材に出来るのではないかと、金属研究の世

界的権威である東北大学金属材料研究所と日本素材

（株）と当社が連携し、8年をかけて開発に成功したのが

エクセレンスチタンです。途中、何度も壁に突き当たり、開

発を断念しかけたこともありましたが、多くの人たちの必死

の努力で商品化にこぎつけました。ソフトな掛け心地と

ホールド感が持続するエクセレンスチタンは、眼鏡フレーム

にとって理想的な素材であり、まさに「次世代の眼鏡フ

レーム」の幕開けと言えます。かつてのZチタンがそうで

あったように、このエクセレンスチタンを眼鏡フレームのグ

ローバルスタンダードにしていきたいと考えています。

　こうして振り返ると、私が歩んだ道は、まさに意志ある所

に道あり──眼鏡フレームにかけた半世紀と言うことが出

来ると思っています。

　今から約100年前に、農閑期の冬の副業として始まった

鯖江の眼鏡フレーム作り。今では国内の生産量で96％の

シェアを持つに至っています。その鯖江で当社（当時、堀川

製作所）が眼鏡部品の製造を始めたのは1956年でした。

　以来半世紀余り。ある時から私は「意志あるところに道

あり」という言葉を座右の銘とするに至りました。眼鏡フ

レームの小さな部品メーカーから出発し、一貫生産が出来

る総合部品メーカーへと成長、やがて自ら販売も手がけ、

世界に輸出するようにもなったわけですが、顧みれば積極

的に新しい分野へ進むと自ずと道が拓けていったような気

がするのです。

　たとえば創業期。工場建設を計画したものの資金がな

く、やむなく親戚の屋敷の一部40坪を借りようとお願いす

ると、何と相手は500坪の土地を出世払いで提供しようと

言ってくれたのです。ここからその後の成長が始まったこと

を考えると、本当に幸運でした。また、1970年頃から眼鏡

フレームの素材が、それまでのセルロイドからメタルへ変わ

り始めました。セルロイド全盛時代、当社はフレームの一

部の金属部品を受注生産する小さなメーカーに過ぎません

でしたが、メタルが全盛となるにつれて、当社の生産技術と

設備を使って必要な部品をすべて用意出来るようになりま

した。こうして1975年頃には総合部品メーカーへと成長す

ることが出来たのです。

　さらに同時期、販売へ進出するため、堀川製作所の販売

部門としてシャルマンを設立しました。その際、アフター

サービスに万全を期すことにしたのですが、品質に細心の

注意を払い、トラブル時には最後まで責任を持つという姿

勢が結果的に市場調査効果につながって、膨大なお客さま

情報の蓄積を生み、そこから独自のノウハウを習得するとと

もにブランドへの信頼も高まりました。人々に安心と喜び

を提供するという当社の社是は、この時期に生まれたもの

です。

　海外進出で「意志あるところに道あり」を感じたのは、米

国への進出時です。シャルマン設立5年後にアジア・ヨー

ロッパ向けに輸出を開始したのですが、どうしてもアメリカ

で勝負がしたくて1982年にニューヨークに販売拠点を設立

リレーションシップ最前線 ～北陸支店～リレーションシップ最前線 ～北陸支店～
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Voice from Customer .1

　大企業とは異なり、「環境経営」を打ち出してい

る中小企業は少ないものです。しかし実際にはコス

ト削減のための設備導入など、不断に行われている

経営活動が、環境的な側面で見れば環境負荷の軽

減に貢献しているという事例は多いのも事実です。

　多くの中小企業にとっての環境対策は、ほとんど

本業と不可分一体に行われています。こうした点を

きちんと評価して意味付けをしていく機能とは、詰

まるところ銀行に期待される「企業を見る目」と言え

ます。評価の巧拙による若干のブレは、初期段階に

おいてはあるかもしれませんが、今後経験を積みな

がら精度を高めていき

たいと考えています。

　昨今では地球温暖化対策として、あらゆる事業者

に環境配慮型経営を通じた社会貢献が求められて

います。こうした中で当行では、金融面からの環境

配慮型経営を促進するため、環境対策が進んでい

る大企業のみならず、当地域で地道に環境配慮に取

り組んでいる中堅・中小企業を評価し、審査・評価

項目に反映出来る制度を構築することとしました。

　今回の協定は、広範囲のネットワークを有する当

行と、環境事業向けファイナンスに強みを有する

DBJが提携することにより、地域において環境事業

を行うお客様のニーズへの対応力を強化するもので

す。これまでも両行は環境事業への協調融資を実施

していますが（注2）、今回、全国でも初めての業務

協力に踏み込んだことで、今後、当行が環境分野に

おいても、地域金融の中心的な役割を果たせるもの

と確信しています。

Voice from Customer .2

「
企
業
を
見
る
目
」

と
し
て
の

環
境
格
付
融
資

北陸銀行支店部
部長代理　

黒川　央氏

実現しています。

　また、営業先も特定の業種に特化することなく、

県内の全業種に対応しており、どんな要望に対して

もお応えするという姿勢で地域密着を実践してい

ます。そうした多種多彩な受注に応える確かな技術

力が評価されて、09年には中小企業庁が選定する

「元気なモノづくり中小企業300社」にも選ばれま

した。

　今回、DBJから当社の環境対策への取組みが評

価されて、環境格付融資を提供して頂いたことで、

地場産業であるメッキ業、ひいては当地域の第2次

産業における環境対応

の高度化に弾みがつく

ことを願っています。

　当社は1955年に現会長の梅田秀雄が創業し、

89年に社名を「富山メッキ」から「ユニゾーン」へ

変更しました。「ユニ（調和）」と「ゾーン（地域）」

を合わせた造語で、そこには「地域と１つになって

歩み、独自性のあるオンリーワン企業になる」、また

「ユニークな地域集団」との意味合いを込めてい

ます。

　当社の強みの１つが搬送営業です。これは創業

当時、自転車でお客様の工場を回って営業しなが

ら、注文があればそのまま部品をもらい受け、すぐ

に加工して納品していたスタイルを受け継いだもの

で、現在、搬送営業網は富山県内全域を網羅し、

営業担当社員が毎日10台の自社トラックを活用

し、約200社のお客様と直接対応しています。この

営業便を午前便、午後便と2つに分けることで、引

き取りから納品まで24時間以内という納期短縮を

Voice from Customer .3

地
域
と
１
つ
に

な
っ
て
歩
む

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
と
し
て

株式会社ユニゾーン
代表取締役専務

梅田　雄一朗氏

意志あるところに道あり──
眼鏡フレームにかけた半世紀。

株式会社シャルマン　
代表取締役会長

堀川　馨氏

Scene

1

  

投
融
資
一
体
型
の
金
融

  

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

中
長
期
的
な
視
点
で
お
客
様
と

お
付
き
合
い
す
る

鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー

の
集
積
地
と
し
て
発
展

し
て
き
た
福
井
県
鯖
江
市
。
現

在
、
そ
の
生
産
量
は
国
内
の

9
6
%
。
世
界
の
約
2
0
%
を

占
め
る
。

　
（
株
）
シ
ャ
ル
マ
ン
は
そ
の

鯖
江
市
で
１
９
５
６
年
に
創
業

し
て
以
来
、
代
表
取
締
役
会
長

の
堀
川
馨
（
か
お
る
）
氏
に
よ

る
先
進
的
経
営
で
、
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
の
企
画
・
開
発
・
生

産
・
販
売
グ
ル
ー
プ
と
し
て
国

内
最
大
手
の
地
位
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
国
内
同
業
の
中
で

は
唯
一
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を

展
開
。
そ
の
販
売
拠
点
は
世
界

主
要
1
7
ヵ
国
に
広
が
り
、
代

理
店
を
通
じ
た
販
売
先
も
世
界

1
0
0
ヵ
国
以
上
と
、
福
井
発

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
成

長
を
続
け
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
か
ね
て
よ
り
、
同

社
に
対
し
て
設
備
資
金
の
提
供

を
軸
に
中
長
期
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
提
供
し
て
き
た
。
北
陸
支

店
の
荘
浩
介
は
、
同
社
と
の
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
基
本
に

は
中
長
期
的
な
お
付
き
合
い
の

姿
勢
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
言
う
。

　
「
あ
る
企
業
の
役
員
の
方

か
ら
、
“
叩
け
ば
い
い
提
案

を
し
て
く
れ
る
の
が
Ｄ
Ｂ

Ｊ
„
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
客
様
の
課
題
に

対
し
て
最
適
と
思
わ
れ
る
提

案
を
行
う
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
。
そ

の
結
果
、
お
客
様
と
の
間
で

議
論
が
生

ま
れ
、
積

極
的
な
提

案
と
議
論

の
繰
り
返

し
の
中
で

信
頼
関
係

が
作
ら
れ

て
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
信
頼
関
係
を
物
語

る
の
が
、
同
社
か
ら
行
わ
れ
た

株
式
引
受
け
の
要
請
だ
。
将
来

の
株
式
上
場
を
見
据
え
、
株
主

構
成
の
見
直
し
を
伴
っ
た
第
三

者
割
当
増
資
を
計
画
し
た
際
に

打
診
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
こ
れ
に
応
え
、
2
0
0
7
年

1
2
月
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
事
業
価
値
創

造
投
資
事
業
組
合
を
通
じ
て
出

資
を
実
施
し
た
。
同
出
資
資
金

は
同
社
中
国
工
場
増
設
の
建
設

資
金
等
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　
同
社
取
締
役
・
常
務
執
行
役

員
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
松
宮
利
裕
氏

は
、
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
将
来
に
わ

た
っ
て
、
当
社
の
収
益
を
生
み

出
し
続
け
る
価
値
の
本
質
に
対

す
る
見
極
め
を
ベ
ー
ス
に
、
中

期
経
営
計
画
の
策
定
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

地
域
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

を
支
援在

の
同
社
の
重
要
な
経

営
課
題
が
ア
ジ
ア
戦
略

だ
。
同
社
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
宮

地
正
雄
氏
は
「
こ
れ
か
ら
は
ア

ジ
ア
の
時
代
」
と
照
準
を
定

め
、
そ
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
2
0
5
0
年
に
は
ア
ジ
ア

の
人
口
が
世
界
の
5
7
％
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
成
熟

化
が
進
む
日
本
市
場
に
お
い
て

は
、
質
の
高
い
商
品
と
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
し
、
量
に
つ
い
て
は

ア
ジ
ア
・
新
興
国
を
主
体
と
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
を
図

り
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
を
含
む
海

外
で
拡
大
す
る
戦
略
を
採
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
の

海
外
売
上
比
率
は
す
で
に

7
2
％
に
達
し
て
お
り
、
為
替

変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く

い
企
業
体
質
の
確
立
が
急
務
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
材
料
な
ど

の
原
価
自
体
を
円
以
外
の
通
貨

に
切
り
替
え
る
こ
と
、
お
よ
び

円
を
介
さ
な
い
取
引
形
態
へ
の

移
行
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
　

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
は
、
こ
う

し
た
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
0
9
年
1
月
と
3
月
に

実
施
し
た
香
港
子
会
社
に
対
す

る
外
貨
建
て
融
資
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
0
9
年
1
月
の
外
貨
建

て
融
資
の
使
途
は
、
同
社
ア
ジ

ア
地
区
の
統
括
会
社
で
あ
る
香

港
現
地
法
人
が
、
中
国
で
新
し

い
製
造
拠
点
を
準
備
す
る
た
め

の
も
の
だ
っ
た
。
松
宮
氏
は
、

今
回
の
外
貨
建
て
融
資
の
ア
レ

ン
ジ
も
、
厳
し
い
国
際
競
争
の

下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
推
し

進
め
る
同
社
を
長
期
的
に
支
援

し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
っ

た
と
い
う
。

　
「
グ
ル
ー
プ
の
資
本
・
資
産

構
成
の
通
貨
別
に
よ
る
構
造
的

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
過
程

に
お
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
的
な
意
義

に
よ
り
香
港
子
会
社
向
け
の
外

貨
建
て
融
資
を
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
香
港
は
当
社
の

中
国
へ
の
投
資
拠
点
で
あ
り
、

中
国
市
場
の
繁
栄
を
取
り
込
む

戦
略
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
当
社
の
収
益
モ

デ
ル
を
成
立
さ
せ
る
海
外
投
資

セ
ン
タ
ー
と
の
取
引
を
し
て
頂

く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
収
益

ス
ト
ー
リ
ー
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
を
客
観
的
に
行
い
、
そ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
会
を
得

た
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
」

中
期
経
営
計
画
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

う
し
た
実
績
を

受
け
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ

に
は
次
の
支
援
へ
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
同
社
中
期
経

営
計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
だ
。
松
宮
氏
は
Ｄ
Ｂ

Ｊ
に
期
待
す
る
の
は
無
形
資
産

の
評
価
・
審
査
力
だ
と
い
う
。

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
、
長
期
に
わ

た
る
企
業
価
値
の
増
大
を
願
う

株
主
の
視
点
か
ら
、
当
社
の
戦

略
の
柱
と
な
る
ハ
ウ
ス
ブ
ラ
ン

ド
を
生
み
出
す
た
め
の
無
形
資

産
の
評
価
・
審
査
力
に
期
待
し

て
お
り
、
中
期
経
営
計
画
策
定

に
お
け
る
川
上

段
階
か
ら
率
直

な
意
見
を
頂
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来

の
上
場
を
め
ざ

す
当
社
の
エ
ク

イ
テ
ィ
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た

実
現
す
べ
き
企
業
価
値
の
設
定

や
資
本
政
策
に
つ
い
て
ご
提
案

頂
き
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
同
社
の
中
期
経
営
計
画
は

現
在
、
基
本
フ
レ
ー
ム
の
検

討
段
階
に
あ
り
、
近
い
う
ち

に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
交
え
た
本
格
的

な
中
身
の
検
討
に
移
る
予
定

で
あ
る
。
荘
は
「
中
期
経
営

計
画
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ

全
体
と
し
て
の
力
量
が
試
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
。
本
店
の
関

連
部
署
と
も
連
携
し
、
必
ず
や

お
客
様
の
期
待
に
応
え
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
る
。

  

環
境
金
融
に
お
け
る

  

地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

企
業
経
営
力
の
“
見
え
る
化
„

に
活
用
す
る

Ｂ
Ｊ
が
最
重
要
業
務
と

位
置
づ
け
る
環
境
分
野

で
も
着
実
な
取
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
0
9
年

9
月
8
日
に
（
株
）
北
陸
銀
行

と
の
間
で
締
結
し
た
「
環
境
投

融
資
等
に
関
す
る
業
務
協
力
協

定
」
だ
。

　
そ
の
狙
い
は
、
北
陸
地
域
に

お
い
て
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
ち
、
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
北
陸
銀
行
と
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
（
注

1
）
を
始
め
と
す
る
環
境
事
業

向
け
金
融
に
積
極
的
に
取
り
組

む
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
協
働
す
る
こ
と

で
、
北
陸
地
域
に
お
い
て
環
境

事
業
を
行
う
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と

だ
。
あ
わ
せ
て
、
同
地
域
に
お

け
る
個
別
の
環
境
事
業
や
、
環

境
事
業
に
係
る
業
界
動
向
な
ど

に
つ
い
て
も
両
行
間
で
情
報
交

換
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
良

質
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形

成
や
案
件
発
掘
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
北
陸
銀
行
で
協
定
締
結
の
実

務
作
業
に
当
た
っ
た
支
店
部
の

黒
川
央
氏
は
、
環
境
格
付
融
資

の
ス
キ
ー
ム
は
、
お
客
様
の
経

営
力
の
“
見
え
る
化
„
に
活
用

出
来
る
点
が
最
大
の
魅
力
だ
と

し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
企
業
の
事
業
性
だ
け
で
は

な
く
環
境
対
策
へ
の
取
組
み
自

体
を
評
価
す
る
と
い
う
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
環
境
格
付
融
資
に
は
、
制
度

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
魅
力
を
感

じ
、
協
調
融

資
に
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し

た
。
金
融
機

関
に
と
っ
て

は
、
お
客
様
の
財
務
評
価
に
加

え
て
、
そ
の
経
営
力
の
“
見
え

る
化
„
、
す
な
わ
ち
数
値
化
、

定
性
面
で
の
評
価
が
共
通
の

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
環
境
へ
の
配
慮

が
高
い
企
業
が
優
良
企
業
で
あ

る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
環

境
融
資
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

長
年
の
課
題
解
決
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
て
る
と
い
う
気
が
し

て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ま
で

の
協
調
融
資
の
中
で
実
施
し
た

経
営
者
・
経
営
幹
部
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
し
て
、
お
客
様
と

の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
言

う
。

　
「
従
来
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
知
る
に
は
経
営
者
や
経
理
担

当
者
を
相
手
に
設
備
投
資
面
の

切
り
口
か
ら
入
る
の
が
常
で
し

た
が
、
環
境
配
慮
、
つ
ま
り
品

質
管
理
か
ら
入
る
こ
と
で
、
生

産
サ
イ
ド
の
方
々
を
相
手
に
新

し
い
設
備
や
商
品
な
ど
に
つ
い

て
会
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
こ

う
し
た
関
係
強
化
は
大
き
な
競

争
力
と
な
り
ま
す
」

地
域
の
環
境
経
営
に
対
す
る
支

援
モ
デ
ル
と
し
て

定
締
結
の
発
表
後
、
北

陸
銀
行
に
は
多
く
の
照

会
が
あ
っ
た
。

「
お
客
様
の
関
心
は
思
っ
た
以

上
に
高
い
も
の
で
し
た
。
環
境

対
策
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
に

事
業
の
永
続
性
は
な
い
と
い
う

認
識
が
強
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
製
造
業
に
お
い
て

環
境
対
策
は
品
質
管
理
と
不
可

分
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
私

た
ち
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に

実
態
は
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」
（
黒
川
氏
）

　
協
定
締
結
を
受
け
て
、
同
行

で
は
現
在
、
独
自
の
環
境
評
価

シ
ー
ト
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
黒
川
氏
は
、
制
度
ス
タ
ー

ト
後
は
、
年
間
2
0
社
程
度
の

案
件
実
現
を
目
安
に
し
て
い
き

た
い
と
す
る
一
方
で
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
財
務
ス
コ
ア

に
よ
る
企
業
評
価
を
補
う
も
の

と
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
蓄
積
で

す
。
環
境
格
付
の
結
果
、
デ

フ
ォ
ル
ト
率
が
0
.
1
％
低
い

か
ら
金
利
を
0
.
1
％
優
遇
す

る
と
い
う
立
て
付
け
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
債
務
者
格
付
け
の
定
量
評

価
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
環
境

だ
け
で
な
く
子
育
て
と
か
防

災
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど

へ
の
取
組
み
が
定
量
デ
ー
タ
と

し
て
集
め
ら
れ
、
格
付
け
作
業

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
す
」

　
今
回
の
協
定
締
結
に
際
し

て
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
サ
イ
ド
で
北
陸
銀

行
と
の
調
整
に
当
た
っ
た
Ｄ
Ｂ

Ｊ
富
山
事
務
所
の
亀
森
和
博

も
、
環
境
格
付
融
資
は
お
客
様

と
の
関
係
を
深
め
る
う
え
で
の

有
効
な
ツ
ー
ル
だ
と
言
う
。

　
「
今
は
金
融
機
関
も
担
保
の

有
無
で
融
資
す
る
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
か
に
お
客
様
と

の
間
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ

を
作
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

中
で
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

と
も
に
、
定
性
的
な
環
境
活
動

を
数
値
で
示
す
こ
と
が
出
来
る

環
境
格
付
融
資
は
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
ツ
ー

ル
に
な
り
得
る
も
の
で
す
」

　
環
境
分
野
に
お
け
る
金
融
機

関
の
貢
献
に
社
会
的
な
注
目
が

集
ま
る
中
、
今
回
の
締
結
事
例

が
、
地
域
に
お
け
る
環
境
配
慮

型
経
営
に
対
す
る
金
融
支
援
モ

デ
ル
と
し
て
他
の
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

  

地
域
中
堅
企
業
に
対
す
る

  

環
境
格
付
融
資
の
実
行

燃
料
転
換
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
評
価

陸
地
域
で
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環

境
格
付
融
資
の
実
績
は

こ
れ
ま
で
に
3
社
だ
が
、
そ
の

う
ち
の
1
社
が
富
山
県
に
本
社

を
置
く
メ
ッ
キ
事
業
者
の

（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン
だ
。

　
同
社
は
「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
、
未
来
に
残
そ
う
み
ん
な

の
手
で
」
を
環
境
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
取
得
を
始
め
、
水
処

理
や
環
境
対
応
の
め
っ
き
技
術

の
開
発
の
面
で
積
極
的
な
環
境

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し

た
同
社
の
環
境
対
策
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
技
術
品
証
部
技

術
品
証
担
当
部
長
の
堀
井
正
文

氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
環
境
負
荷
の
高
い

メ
ッ
キ
事
業
と
い
う
性

格
か
ら
環
境
対
策
に
は

早
く
か
ら
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば

排
水
対
策
で
は
、
工
場

の
周
囲
が
民
家
や
田
畑

な
の
で
、
万
一
パ
イ
プ

が
破
損
し
て
も
工
場
内
に
排
水

を
止
め
、
外
部
に
漏
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
。
0
1
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
取
得
（
0
7
年
に
全

社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
）
も
富
山
県
内
で
は
早
い

方
で
し
た
。
ま
た
、
当
社
独
自

の
「
環
境
影
響
評
価
規
定
」
も

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

の
条
件
な
の
で
早
く
か
ら
用
意

し
て
い
ま
し
た
」

　
今
回
（
0
9
年
５
月
）
の
環

境
格
付
融
資
は
、
同
社
が
本
社

工
場
横
に
建
設
し
た
無
電
解

ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
工
場
（
第
８

工
場
）
に
係
る
設
備
投
資
で
、

汚
泥
発
生
量
を
従
来
比
3
割
程

度
抑
え
た
排
水
処
理
設
備
や
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
た
蒸

気
ボ
イ
ラ
な
ど
を
対
象
と
し
て

い
る
。
「
0
9
年
1
月
に
大
型

メ
ッ
キ
工
場
を
建
設
し
た
際
、

燃
料
を
重
油
か
ら
ガ
ス
に
変
え

た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
が
環
境
配
慮
へ

の
取
組
み
と
し
て
評
価
出
来
る

と
い
う
こ
と
で
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
方

か
ら
環
境
格
付
融
資
の
提
案
が

あ
っ
た
の
で
す
」
（
堀
井
氏
）

　
同
社
は
環
境
方
針
に
「
環
境

汚
染
の
防
止
と
環
境
負
荷
の
低

減
」
を
掲
げ
て
お
り
、
事
業
活

動
に
お
け
る
環
境
影
響
を
特
定

し
、
適
切
に
対
応
す
る
と
い
う

環
境
経
営
を
着
実
に
実
践
し
て

い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
今
回
の
評

価
に
お
い
て
、
①
独
自
の
「
環

境
影
響
評
価
規
定
」
に
よ
る
定

性
評
価
に
基
づ
い
て
必
要
な
対

策
を
想
定
し
、
環
境
目
標
に
反

映
さ
せ
る
形
で
そ
の
具
体
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
ユ
ー

ザ
ー
の
要
請
に
応
え
て
六
価
ク

ロ
ム
や
鉛
含
有
物
質
な
ど
の
使

用
撤
廃
を
進
め
る
化
学
物
質
管

理
に
つ
い
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
、
②
0
7
年
に

全
社
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得
に
伴
い
、
全
社
環
境

実
施
計
画
の
実
行
体
制
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等

を
高
く
評
価
し
た
。

企
業
の
環
境
配
慮
型
経
営
の
浸

透
に
貢
献
す
る

方
、
評
価

の
過
程
で

見
え
て
来
た
も
の

が
あ
っ
た
と
語
る

の
は
、
代
表
取
締

役
専
務
の
梅
田
雄

一
朗
氏
だ
。
「
格

付
け
評
価
に
際
し

て
行
わ
れ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
項
目
の

中
に
は
、
た
と
え

ば
「
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目

的
に
し
た
団
体
に
入
っ
て
い
る

か
」
な
ど
私
た
ち
の
よ
う
な
規

模
の
企
業
か
ら
見
る
と
、
ま
っ

た
く
予
想
も
し
て
い
な
い
、
し

た
が
っ
て
具
体
的
対
応
も
と
れ

て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
て
正

直
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
も
結

果
的
に
は
、
そ
う
し
た
未
着
手

の
部
分
に
こ
れ
か
ら
着
実
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
環

境
格
付
融
資
を
検
討
す
る
際
に

は
格
付
け
が
上
が
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
北
陸
支
店
の
八
木
秀

徳
は
、
北
陸
３
県
で
の
環
境
案

件
の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
北
陸
地
域
で
も
環
境
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

増
え
る
中
、
環
境
格
付
融
資
の

対
象
案
件
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
北
陸
支
店

で
は
現
在
、
資
金
調
達
の
ニ
ー

ズ
が
確
実
な
お
客
さ
ま
に
対
し

て
、
環
境
格
付
融
資
を
活
用
す

る
こ
と
で
対
外
的
な
Ｉ
Ｒ
効
果

が
期
待
出
来
る
、
あ
る
い
は
資

金
調
達
コ
ス
ト
が
軽
減
出
来
る

と
い
っ
た
点
を
説
明
し
な
が
ら

ご
活
用
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
物
流
関
係
で
の

ト
ラ
ッ
ク
の
買
い
替
え
や
メ
ー

カ
ー
の
設
備
更
新
な
ど
で
ご
活

用
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、
大
手
か
ら
中

堅
ク
ラ
ス
に
至
る
ま
で
様
々
な

業
種
･
規
模
の
企
業
を
評
価
対

象
と
し
て
環
境
格
付
を
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
、
本
制
度
を
利

用
し
て
協
調
支
援
を
行
う
地
域

金
融
機
関
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
各
金

融
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
図

眼

「数年後の上場に向け、シャルマングループ様は
今、企業価値の向上に全力で取り組んでいます。
今後、その実現過程において、DBJとしてもアド
バイザリーサービスを始め、様々なご提案・サー
ビスを提供していきたいと考えています」

荘　浩介北陸支店　業務課

「今回の北陸銀行様との環境金融での業務協力
協定は初めての事例だったので、すべてが手探り
状態の中での作業でした。ここで道筋を作ってお
けば次の取り組みもスムーズに進むことになると
の思いで取り組みました」

亀森　和博富山事務所　所長

「DBJには環境格付融資のほかにも防災格付融
資、メザニンファイナンス、各種アドバイザリーな
ど多様な商品・サービスを提供しています。今後も
お客様と共に悩み、解決策を考えたいと思ってい
ます」

八木　秀徳北陸支店　業務課

現

こ

Scene

2

Scene

3

Ｄ

協

北

一

Message from General Manager

地域の産業動向を見据えた
投融資に注力したい。

日本政策投資銀行　北陸支店長

高橋　一浩

り
つ
つ
、
企
業
の
環
境
配
慮
型

経
営
の
浸
透
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
1
）
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
（
格
付
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り

企
業
の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
て
優

れ
た
企
業
を
選
定
す
る
。
そ
の
得
点
に

応
じ
て
3
段
階
の
適
用
金
利
を
設
定
す

る
と
い
う
「
環
境
格
付
け
」
の
専
門
手

法
を
導
入
し
た
世
界
で
初
め
て
の
融
資

メ
ニ
ュ
ー
。

（
注
2
）
北
陸
地
域
で
の
協
調
融
資
の
実
績

0
8
年
4
月
敦
賀
セ
メ
ン
ト
（
株
）
、
0
9

年
3
月
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）
、
0
9
年
5
月
（
株
）
ユ
ニ
ゾ
ー
ン

の
3
社
に
対
し
て
D
B
J
環
境
格
付
融
資
を

実
施
し
て
い
る
。

　DBJ 北陸支店が当地で営業を開始してから約 50 年。この

間、投融資の対象分野も大きく変化しました。かつては通信、

旅館・ホテル等の非製造業が中心でしたが、今では製造業

が中心となり、その他エネルギー、交通インフラ、小売り等

が主な業種になっています。もともと北陸地域は３大都市圏

から 300 キロ圏内にあって産業立地として好位置にあり、機

械、金属、繊維、医薬品を中心とした化学産業の企業が数

多く立地しています。特にニッチな分野でトップを占める製造

業も多く、ものづくりの伝統がある地域です。

こうした中で北陸支店では、これまでの得意分野である設備

資金ニーズに応えていくとともに、年度資金等長期の運転資

金対応及び外貨建て融資、出資も含めて、きめ細かくおつき

合い出来るようなフットワークのいい支店を目指していきたい

と考えています。加えて現在お取引がない地元企業に関し、

常日頃から経営者の方と情報交換し、何らかのニーズが生ま

れたときに即応出来る関係を数多く構築し、支店の顧客基盤

に厚みをつけたいと思っています。

さらに DBJ らしい取組みとして、地域の産業動向を見据え

た投融資に力を入れていきたいと考えています。北陸地域は、

たとえば石川県の産業革新戦略検討委員会、金沢市のもの

づくり戦略策定委員会、富山県の医薬品産業活性化懇談会

など自治体も産業政策に熱心に取り組んでおり、官民一体と

なって地域の産業を支えようという意識が強い地域です。幸

い北陸支店からは、その種の会合の委員に就任する機会も

多いので、地域の産業動向、産業政策の方向性を把握しつ

つ個別の融資にも取り組んでいくことが可能です。行政が考

える重要産業政策と個別企業の事業戦略との間で、DBJ と

してどういうスタンスをとれば行政にもお客様にも喜んで頂け

るのか。そういう全体観の中で仕事をしていくことが重要だ

と思っています。

エクセレンスチタン／（株）シャルマンエクセレンスチタン／（株）シャルマン

形づくられてゆくフレーム／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス機／（株）シャルマンフレーム部品のプレス機／（株）シャルマン

フレーム部品のプレス作業／（株）シャルマンフレーム部品のプレス作業／（株）シャルマン

品質管理部門／（株）シャルマン品質管理部門／（株）シャルマン

富山本店内の『金融歴史資料館』／北陸銀行

亜鉛メッキ工場亜鉛メッキ工場

メッキされた部品／（株）ユニゾーンメッキされた部品／（株）ユニゾーン

亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン亜鉛メッキのライン設備／（株）ユニゾーン



活用広がるメザニンファイナンス
── 日本板硝子株式会社の優先株式の引受  ──

　日本では、主にバイアウト（企業買収）案件や金融支援などで活用されて

きたメザニンファイナンス(メザニンとは「中２階」の意味)だが、近年では、

企業の成長ステージにあわせた様々な場面で、リスクマネーの供給手段と

して活用される事例が見られる。日本政策投資銀行（DBJ）では長期的な

視野に基づき、ファイナンススキーム構築からファイナンスアレンジメント、

実際の資金供給まで、メザニンファイナンスに関するトータルソリューション

を提供している。以下では、メザニンファイナンスとは何かを概観したうえで、

実際の活用事例として日本板硝子株式会社のケースを紹介する。
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ミ
ド
ル
リ
ス
ク
・
ミ
ド
ル
リ
タ
ー
ン
型
の

　 

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
と
し
て

　
企
業
の
主
な
資
金
調
達
方
法
に
は
、
シ
ニ
ア

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
銀
行
借
入
等
）
と
エ
ク
イ

テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
普
通
株
式
の
発
行
）
が

あ
る
が
、
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
手
法
だ
。
メ

ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
よ
り
も
返
済
順
位
が
低
い
こ
と
か
ら
、
シ
ニ

ア
に
比
べ
て
リ
ス
ク
が
高
い
資
金
だ
が
、
幅
広

い
投
資
家
層
を
抱
え
る
米
国
に
お
い
て
は
、
多

様
な
資
金
供
給
手
段
の
１
つ
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
日
本
で
は
バ
イ
ア
ウ
ト

分
野
な
ど
で
は
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
は
ま
だ
馴
染
み
が
薄

い
の
が
現
状
だ
。

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
組
成

を
担
当
す
る
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の

北
村
毅
生
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
一
番
の

ネ
ッ
ク
は
コ
ス
ト
の
高
さ
。
通
常
の
シ
ニ
ア

ロ
ー
ン
の
金
利
が
２
〜
３
％
と
す
る
と
、
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
1
0
％
前
後
に
ま
で

な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
リ
ス
ク
が
高
い

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
た
う
え
で
、
今
後
は
活
用
が
進
む
と
予
想

す
る
。

　
「
例
え
ば
、
成
功
す
れ
ば
高
い
収
益
が
得
ら

れ
る
一
方
不
確
実
性
も
高
い
と
い
っ
た
事
業
に

対
し
て
は
、
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
で
は
対
応
が
困
難

な
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
普
通
株
式
の
発
行
に

よ
っ
て
資
金
調
達
を
す
る
と
、
そ
の
分
、
既
存

株
主
の
持
分
が
希
薄
化
し
ま
す
。
そ
の
い
ず
れ

で
も
な
い
手
法
で
資
金
調
達
を
し
よ
う
と
い
う

場
合
に
、
両
者
の
中
間
の
性
格
を
持
つ
メ
ザ
ニ

ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
、
今
後
は
ミ
ド

ル
リ
ス
ク
・
ミ
ド
ル
リ
タ
ー
ン
型
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
手
法
と
し
て
活
用
が
進
む
で
し
ょ
う
。
コ

ス
ト
面
で
も
、
こ
れ
ま
で
意
識
さ
れ
に
く
か
っ

た
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
質
的
に
高

い
コ
ス
ト
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、
メ
ザ
ニ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
水
準

が
、
企
業
と
投
資
家
と
の
間
で
共
有
さ
れ
て
く

る
は
ず
で
す
。
」

　
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
主
な
手
法
は
、

劣
後
ロ
ー
ン
（
返
済
順
位
や
清
算
時
の
配
当
順

位
等
で
他
の
債
権
に
劣
後
す
る
債
権
）
と
優
先

株
式
（
配
当
支
払
や
残
余
財
産
の
分
配
等
で
普

通
株
式
に
優
先
す
る
株
式
）
だ
（
図
）
。

　
ま
た
そ
の
特
徴
は
、
会
社
側
の
資
金
ニ
ー
ズ

や
資
本
政
策
に
応
じ
て
、
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
と
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
双
方
の
特
色

を
活
か
し
た
多
様
な
商
品
設
計
が
可
能
な
こ
と

だ
。
具
体
的
に
は
、
①
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
で
は
対

応
が
困
難
な
不
確
実
性
が
高
い
事
業
に
も
資
金

が
提
供
出
来
る
、
②
既
存
株
主
の
議
決
権
や
経

済
的
持
分
の
希
薄
化
を
回
避
・
軽
減
出
来
る
、

③
償
還
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
相
当
程
度
弾
力
的
、

柔
軟
に
設
定
（
償
還
の
繰
延
、
前
倒
し
）
出
来

る
、
な
ど
だ
。

　
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
活
用
さ
れ
る
具
体

的
な
局
面
と
し
て
は
、
①
将
来
の
成
長
戦
略
な
ど

に
備
え
て
財
務
基
盤
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
資

本
・
負
債
構
造
を
再
構
築
す
る
場
合
、
②
急
成
長

局
面
に
あ
る
企
業
に
対
し
て
、
銀
行
が
融
資
出
来

る
金
額
が
資
金
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
一
方
、
希

薄
化
の
観
点
か
ら
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が

困
難
な
場
合
、
③
不
採
算
部
門
の
リ
ス
ト
ラ
に
伴

う
特
別
損
失
等
を
原
因
と
す
る
過
小
資
本
、
実
質

債
務
超
過
等
の
理
由
で
銀
行
取
引
が
正
常
化
し
て

い
な
い
場
合
、
④
事
業
・
企
業
買
収
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に

お
け
る
資
金
調
達
で
、
エ
ク
イ
テ
ィ
、
シ
ニ
ア

ロ
ー
ン
の
金
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク
・
リ

タ
ー
ン
の
観
点
か
ら
制
約
が
生
じ
た
場
合
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　 

既
存
債
務
の
返
済
と

　 

財
務
基
盤
の
強
化
に
向
け
て

　
こ
う
し
た
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。
最
近
の
活
用

事
例
の
１
つ
が
、
0
9
年
７
月
に
実
施
し
た
日

本
板
硝
子
株
式
会
社
（
注
１
）
の
優
先
株
式
の

引
受
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
、
株
式

会
社
三
井
住
友
銀
行
、
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
&
リ
ー
ス
株
式
会
社
（
注
２
）
が
出
資
し
、

D
B
J
が
運
営
を
担
当
す
る
２
つ
の
メ
ザ
ニ
ン

フ
ァ
ン
ド
、
Ｕ
Ｄ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ザ
ニ

ン
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
お
よ
び
Ｕ
Ｄ
Ｓ

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ザ
ニ
ン
３
号
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
（
以
下
「
Ｕ
Ｄ
Ｓ
」
）
を
通
じ

て
、
同
社
の
優
先
株
式
３
０
０
億
円
の
引
受
け

を
行
っ
た
。

　
同
社
は
、
世
界
の
N
o
.
１
ガ
ラ
ス
メ
ー

カ
ー
へ
の
飛
躍
を
目
指
し
て
0
6
年
６
月
に
英

国
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
を
買
収
。
そ
の
直
後
に
発

表
し
た
1
0
年
間
の
戦
略
の
中
で
３
つ
の

フ
ェ
ー
ズ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
達
成
目
標

を
掲
げ
た
。
今
回
の
優
先
株
式
の
発
行
は
、
現

在
実
施
中
の
フ
ェ
ー
ズ
１
で
目
指
す
「
既
存
債

務
の
返
済
」
と
「
財
務
基
盤
の
強
化
」
に
向
け

て
実
行
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
同
社
執
行
役
員
・
財
務
企
画
部
長
の
諸
岡
賢

一
氏
は
、
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
導
入
に

至
る
経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
社
で
は
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
買
収
時
に
大

型
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
組
ん
だ
た
め
、
借
入
額

が
0
6
年
半
ば
で
５
０
０
０
億
円
強
に
増
加
し

ま

し

た

。

0
9
年
９
月

末
時
点
で
は

３
０
０
０
億

円
強
ま
で
削

減
を
進
め
ま

し
た
が
、
そ

の
過
程
で
借

入

金

の

リ

フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
（
借
換
え
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

際
、
1
0
年
間
の
戦
略
で
掲
げ
た
財
務
基
盤
の

強
化
と
財
務
上
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
重

視
す
る
観
点
か
ら
調
達
手
段
の
多
様
化
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
調
達
手
段
を
検

討
し
た
結
果
、
１
つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
メ

ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
選
択
し
た
の
で
す
」

　
当
時
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
必
要
と
さ
れ
た
長
期

資
金
を
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
み
で
調
達
す
る

こ
と
は
、
金
融
市
場
環
境
か
ら
も
困
難
と
思
わ
れ

た
。
加
え
て
、
財
務
基
盤
強
化
の
た
め
に
は
機
動

的
か
つ
確
実
性
の
高
い
資
本
増
強
の
実
現
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
「
（
Ｕ
Ｄ
Ｓ
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る
）
Ｄ
Ｂ

Ｊ
と
合
意
出
来
れ
ば
、
所
要
資
金
総
額
の
う
ち
優

先
株
式
発
行
分
３
０
０
億
円
を
確
実
に
調
達
出
来

る
こ
と
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
」
（
諸
岡
氏
）

と
い
う
。

　 

お
客
様
の
長
期
的
な

　 

事
業
性
を
評
価
す
る

　
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
活
用
に
あ
た
っ

て
同
社
が
重
視
し
た
の
が
、
金
融
機
関
と
の
間

の
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
だ
。

　
「
メ
ザ
ニ
ン
の
場
合
、
通
常
の
シ
ニ
ア
調
達

よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
審
査
が
必
要
な
の
で
、

当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
戦
略
を
深
く
理
解
す
る
金

融
機
関
で
な
け
れ
ば
お
願
い
し
に
く
い
。
そ
の

点
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
は
か
ね
て
よ
り
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン

を
通
じ
た
深
い
取
引
関
係
に
あ
り
、
三
井
住
友

銀
行
も
当
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
い
い
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
の
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
と
な
り
ま
し
た
」
（
諸
岡
氏
）

　
優
先
株
式
も
劣
後
ロ
ー
ン
も
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
期
間
は
長
期
に
及
ぶ
。
そ
れ
だ
け
に
、
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
行
に
は
厳
密
な
審
査

（
リ
ス
ク
評
価
）
が
必
要
と
な
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・

北
村
は
、
メ
ザ
ニ
ン
の
審
査
で
は
長
期
的
な
事

業
性
の
評
価
が
最
大
の
拠
り
所
に
な
る
と
し
て

次
の
よ
う
に
言
う
。
「
今
回
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

は
基
本
的
に
は
7
年
後
の
一
括
償
還
を
想
定
し

た
商
品
設
計
と
な
っ
て
い
る
た
め
７
年
後
に
リ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

で
も
、
７
年
後
に
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
出
来
る

か
ど
う
か
は
、
償
還
期
日
か
ら
さ
ら
に
５
〜

1
0
年
先
の
お
客
様
の
事
業
性
を
見
て
い
か
な

い
と
判
断
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
論
と
し

て
、
業
績
な
ど
が
当
初
想
定
よ
り
も
下
ぶ
れ
し

た
際
、
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
シ
ニ
ア

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
よ
り
先
に
そ
の
リ
ス
ク
を
被
る

た
め
、
そ
う
し
た
業
績
な
ど
の
下
ぶ
れ
に
ど
の

程
度
耐
え
う
る
か
、
つ
ま
り
企
業
と
し
て
の
持

続
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
非
常
に
長
い
時
間
軸
で
の

リ
ス
ク
評
価
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
」

　
実
際
に
今
回
の
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

も
、
数
ヶ
月
間
に
わ
た
る
同
社
へ
の
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
（
注
３
、
以
下
「
Ｄ
Ｄ
」
）
が
実

施
さ
れ
た
。
日
本
板
硝
子
サ
イ
ド
で
そ
の
実
務

を
取
り
仕
切
っ
た
同
社
財
務
企
画
部
担
当
部

長
・
高
橋
敏
樹
氏
は
、
「
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
買

収
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｄ
の
対
象
範
囲
が
非
常
に
広
く

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
社
内
の
情
報
収
集
に

は
苦
労
し
ま
し
た
」
と
語
る
一
方
で
、
Ｄ
Ｄ
の

成
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
「
Ｄ
Ｄ
の
過
程
で
、
経
営
ト
ッ
プ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
国
内
、
英
国
の
工
場
の
視
察
な
ど
に

協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
我
々
自
身
も

諸
々
の
社
内
情
報
を
包
括
的
に
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

　
企
業
に
と
っ
て
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

実
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
融
機
関
か
ら
長

期
的
な
事
業
性
に
対
す
る
評
価
を
得
た
こ
と
を

意
味
し
、
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
ま

さ
に
「
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
経
営
に
対

す
る
中
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
な
の

で
、
資
金
調
達
す
る
側
と
し
て
も
単
に
資
金
を

得
た
と
い
う
こ
と
以
上
の
意
味
の
あ
る
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
」
（
諸
岡
氏
）
と
い
え
る
の
だ
。

　
現
在
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
打
診
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
北

村
は
こ
の
状
況
を
、
「
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
経

済
環
境
下
で
は
、
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
参
加

者
に
と
っ
て
は
下
支
え
が
欲
し
い
の
で
す
が
、
そ

う
簡
単
に
普
通
株
式
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
投
資

家
が
み
つ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
、
一
層
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
解
説
す
る
。

　
企
業
の
資
金
供
給
手
段
の
多
様
化
を
実
現
す

る
た
め
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
引
き
続
き
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

（
注
1
）
日
本
板
硝
子
株
式
会
社

　
建
築
用
お
よ
び
自
動
車
用
の
ガ
ラ
ス
お
よ
び
ガ
ラ
ス
加
工
製

品
な
ら
び
に
機
能
性
ガ
ラ
ス
製
品
の
分
野
に
お
い
て
世
界
最
大

の
メ
ー
カ
ー
の
１
つ
。
連
結
ベ
ー
ス
の
従
業
員
総
数
約
２
９
０

０
０
人
（
０
９
年
9
月
末
時
点
）
。
世
界
2
9
ヵ
国
に
製
造
拠

点
を
持
ち
、
販
売
先
は
1
0
0
ヵ
国
以
上
に
及
ぶ
。
0
6
年
に

英
国
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
を
買
収
、
完
全
子
会
社
化
。
そ
の
直

後
、
2
0
1
6
年
度
ま
で
の
1
0
ヵ
年
戦
略
を
発
表
。
そ
の
中

で
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
創
造
し
、
世
界
の
N
o
.
1
ガ

ラ
ス
メ
ー
カ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。
現
在
、
事
業

統
合
と
借
入
削
減
及
び
成
長
へ
の
土
台
作
り
を
最
重
要
の
戦
略

目
標
と
し
、
計
画
を
実
行
中
。
ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
は
、
太
陽
電
池
向
け
の
ガ
ラ
ス
事
業
を
成
長
の
た
め
の

重
点
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
同
事
業
へ
の
投
資
を
増

や
し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

（
注
2
）
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
&
リ
ー
ス

同
社
は
Ｕ
Ｄ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ザ
ニ
ン
３
号
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
に
の
み
出
資
し
て
い
る
。

（
注
3
）
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

投
資
等
を
検
討
す
る
際
に
資
金
の
出
し
手
で
あ
る
金
融
機
関
や

フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
行
う
事
前
の
リ
ス
ク
評
価
。

「ＤＢＪには、当社のビジネスに対して非常に強い関心を

示して頂いたと感じています。今後も引き続き、モノづく

りへの共感力を持った金融機関として、当社と共に歩ん

で頂きたいと願っています」

日本板硝子株式会社　

執行役員　財務企画部長　諸岡 賢一氏

日本板硝子株式会社　

財務企画部　担当部長　高橋 敏樹氏

図

Equity
（普通株）

優先株

Debt
（シニア）

劣後ローン資　

産

負
債

資
本

メ
ザ
ニ
ン

［バランスシート］

企業ファイナンスグループ

調査役　北村 毅生

「もともと長期のシニアファイナンスを手がけて来た

DBJにとって、長期の事業性の評価は得意とするところ。

その意味でメザニンファイナンスはDBJに合っている金

融サービスだと思います」

企業金融第5部

朝田 航也

「メザニンファイナンスでは、お客様の将来像をきちんと

把握することが重要です。特に本件では、買収後の企業

価値、今後の成長戦略の柱とされる太陽電池向けのガラス

事業の評価がポイントでした」

Column

　ＤＢＪは09年11月、シンガポール国最大の電力会社Senoko Power（以下、ＳＰ社）に対し、劣後ファイナンス

を実施した。

　ＳＰ社においては、規制当局（ＥＭＡ）による電力自由化の促進、昨今の地球温暖化問題への関心の高まり等

を背景として、認可出力の範囲内で高効率化投資（リパワリング）を行っていくことが重要な経営課題となってい

る。こうした中でＤＢＪは、現在の金融市場の状況を踏まえたプロジェクト支援の観点から、ＳＰ社に対し劣後

ファイナンスを供与した。

　本件は、わが国のエネルギー高効率化技術を有するＳＰ社スポン

サー企業の関西電力株式会社や九州電力株式会社と海外電力プラ

ント運営ノウハウを有する丸紅株式会社とによる電力小売まで含む

新たな海外電力事業展開への貢献にも資するものとなっている。

　ＤＢＪでは、08年10月の民営化に伴い、同年12月にシンガポール

駐在員事務所を現地法人化し、お客様の海外事業展開についても

サポートするなど、投融資一体型金融サービスの確立に向けて取り

組んでいる。

「今回のデューデリジェンスは、当社にとって非常に

変化の激しい期間中に行われたので、DBJと当社がお

互いを理解する上では、とてもいいタイミングだったと

思います」

ＤＢＪの最近の主なメザニンファイナンス事例

シンガポール国最大の電力会社に
対する劣後ファイナンス

RFID（電子タグ）用ガラスアンテナ

Senoko Power 発電所



活用広がるメザニンファイナンス
── 日本板硝子株式会社の優先株式の引受  ──

　日本では、主にバイアウト（企業買収）案件や金融支援などで活用されて

きたメザニンファイナンス(メザニンとは「中２階」の意味)だが、近年では、

企業の成長ステージにあわせた様々な場面で、リスクマネーの供給手段と

して活用される事例が見られる。日本政策投資銀行（DBJ）では長期的な

視野に基づき、ファイナンススキーム構築からファイナンスアレンジメント、

実際の資金供給まで、メザニンファイナンスに関するトータルソリューション

を提供している。以下では、メザニンファイナンスとは何かを概観したうえで、

実際の活用事例として日本板硝子株式会社のケースを紹介する。

Scenes of Solution 

Scenes of Solution Scenes of Solution 

Scenes of Solution

1213

Scenes of Solution Scenes of Solution 

Scenes of Solution

1415

　 

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
・
ミ
ド
ル
リ
タ
ー
ン
型
の

　 

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
と
し
て

　
企
業
の
主
な
資
金
調
達
方
法
に
は
、
シ
ニ
ア

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
銀
行
借
入
等
）
と
エ
ク
イ

テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
普
通
株
式
の
発
行
）
が

あ
る
が
、
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
手
法
だ
。
メ

ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
よ
り
も
返
済
順
位
が
低
い
こ
と
か
ら
、
シ
ニ

ア
に
比
べ
て
リ
ス
ク
が
高
い
資
金
だ
が
、
幅
広

い
投
資
家
層
を
抱
え
る
米
国
に
お
い
て
は
、
多

様
な
資
金
供
給
手
段
の
１
つ
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
日
本
で
は
バ
イ
ア
ウ
ト

分
野
な
ど
で
は
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
は
ま
だ
馴
染
み
が
薄

い
の
が
現
状
だ
。

　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
組
成

を
担
当
す
る
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の

北
村
毅
生
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
一
番
の

ネ
ッ
ク
は
コ
ス
ト
の
高
さ
。
通
常
の
シ
ニ
ア

ロ
ー
ン
の
金
利
が
２
〜
３
％
と
す
る
と
、
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
1
0
％
前
後
に
ま
で

な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
リ
ス
ク
が
高
い

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
た
う
え
で
、
今
後
は
活
用
が
進
む
と
予
想

す
る
。

　
「
例
え
ば
、
成
功
す
れ
ば
高
い
収
益
が
得
ら

れ
る
一
方
不
確
実
性
も
高
い
と
い
っ
た
事
業
に

対
し
て
は
、
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
で
は
対
応
が
困
難

な
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
普
通
株
式
の
発
行
に

よ
っ
て
資
金
調
達
を
す
る
と
、
そ
の
分
、
既
存

株
主
の
持
分
が
希
薄
化
し
ま
す
。
そ
の
い
ず
れ

で
も
な
い
手
法
で
資
金
調
達
を
し
よ
う
と
い
う

場
合
に
、
両
者
の
中
間
の
性
格
を
持
つ
メ
ザ
ニ

ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
、
今
後
は
ミ
ド

ル
リ
ス
ク
・
ミ
ド
ル
リ
タ
ー
ン
型
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
手
法
と
し
て
活
用
が
進
む
で
し
ょ
う
。
コ

ス
ト
面
で
も
、
こ
れ
ま
で
意
識
さ
れ
に
く
か
っ

た
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
質
的
に
高

い
コ
ス
ト
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、
メ
ザ
ニ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
水
準

が
、
企
業
と
投
資
家
と
の
間
で
共
有
さ
れ
て
く

る
は
ず
で
す
。
」

　
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
主
な
手
法
は
、

劣
後
ロ
ー
ン
（
返
済
順
位
や
清
算
時
の
配
当
順

位
等
で
他
の
債
権
に
劣
後
す
る
債
権
）
と
優
先

株
式
（
配
当
支
払
や
残
余
財
産
の
分
配
等
で
普

通
株
式
に
優
先
す
る
株
式
）
だ
（
図
）
。

　
ま
た
そ
の
特
徴
は
、
会
社
側
の
資
金
ニ
ー
ズ

や
資
本
政
策
に
応
じ
て
、
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
と
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
双
方
の
特
色

を
活
か
し
た
多
様
な
商
品
設
計
が
可
能
な
こ
と

だ
。
具
体
的
に
は
、
①
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
で
は
対

応
が
困
難
な
不
確
実
性
が
高
い
事
業
に
も
資
金

が
提
供
出
来
る
、
②
既
存
株
主
の
議
決
権
や
経

済
的
持
分
の
希
薄
化
を
回
避
・
軽
減
出
来
る
、

③
償
還
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
相
当
程
度
弾
力
的
、

柔
軟
に
設
定
（
償
還
の
繰
延
、
前
倒
し
）
出
来

る
、
な
ど
だ
。

　
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
活
用
さ
れ
る
具
体

的
な
局
面
と
し
て
は
、
①
将
来
の
成
長
戦
略
な
ど

に
備
え
て
財
務
基
盤
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
資

本
・
負
債
構
造
を
再
構
築
す
る
場
合
、
②
急
成
長

局
面
に
あ
る
企
業
に
対
し
て
、
銀
行
が
融
資
出
来

る
金
額
が
資
金
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
一
方
、
希

薄
化
の
観
点
か
ら
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が

困
難
な
場
合
、
③
不
採
算
部
門
の
リ
ス
ト
ラ
に
伴

う
特
別
損
失
等
を
原
因
と
す
る
過
小
資
本
、
実
質

債
務
超
過
等
の
理
由
で
銀
行
取
引
が
正
常
化
し
て

い
な
い
場
合
、
④
事
業
・
企
業
買
収
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に

お
け
る
資
金
調
達
で
、
エ
ク
イ
テ
ィ
、
シ
ニ
ア

ロ
ー
ン
の
金
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク
・
リ

タ
ー
ン
の
観
点
か
ら
制
約
が
生
じ
た
場
合
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　 

既
存
債
務
の
返
済
と

　 

財
務
基
盤
の
強
化
に
向
け
て

　
こ
う
し
た
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。
最
近
の
活
用

事
例
の
１
つ
が
、
0
9
年
７
月
に
実
施
し
た
日

本
板
硝
子
株
式
会
社
（
注
１
）
の
優
先
株
式
の

引
受
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
、
株
式

会
社
三
井
住
友
銀
行
、
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
&
リ
ー
ス
株
式
会
社
（
注
２
）
が
出
資
し
、

D
B
J
が
運
営
を
担
当
す
る
２
つ
の
メ
ザ
ニ
ン

フ
ァ
ン
ド
、
Ｕ
Ｄ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ザ
ニ

ン
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
お
よ
び
Ｕ
Ｄ
Ｓ

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ザ
ニ
ン
３
号
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
（
以
下
「
Ｕ
Ｄ
Ｓ
」
）
を
通
じ

て
、
同
社
の
優
先
株
式
３
０
０
億
円
の
引
受
け

を
行
っ
た
。

　
同
社
は
、
世
界
の
N
o
.
１
ガ
ラ
ス
メ
ー

カ
ー
へ
の
飛
躍
を
目
指
し
て
0
6
年
６
月
に
英

国
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
を
買
収
。
そ
の
直
後
に
発

表
し
た
1
0
年
間
の
戦
略
の
中
で
３
つ
の

フ
ェ
ー
ズ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
達
成
目
標

を
掲
げ
た
。
今
回
の
優
先
株
式
の
発
行
は
、
現

在
実
施
中
の
フ
ェ
ー
ズ
１
で
目
指
す
「
既
存
債

務
の
返
済
」
と
「
財
務
基
盤
の
強
化
」
に
向
け

て
実
行
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
同
社
執
行
役
員
・
財
務
企
画
部
長
の
諸
岡
賢

一
氏
は
、
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
導
入
に

至
る
経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
社
で
は
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
買
収
時
に
大

型
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
組
ん
だ
た
め
、
借
入
額

が
0
6
年
半
ば
で
５
０
０
０
億
円
強
に
増
加
し

ま

し

た

。

0
9
年
９
月

末
時
点
で
は

３
０
０
０
億

円
強
ま
で
削

減
を
進
め
ま

し
た
が
、
そ

の
過
程
で
借

入

金

の

リ

フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
（
借
換
え
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

際
、
1
0
年
間
の
戦
略
で
掲
げ
た
財
務
基
盤
の

強
化
と
財
務
上
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
重

視
す
る
観
点
か
ら
調
達
手
段
の
多
様
化
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
調
達
手
段
を
検

討
し
た
結
果
、
１
つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
メ

ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
選
択
し
た
の
で
す
」

　
当
時
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
必
要
と
さ
れ
た
長
期

資
金
を
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
み
で
調
達
す
る

こ
と
は
、
金
融
市
場
環
境
か
ら
も
困
難
と
思
わ
れ

た
。
加
え
て
、
財
務
基
盤
強
化
の
た
め
に
は
機
動

的
か
つ
確
実
性
の
高
い
資
本
増
強
の
実
現
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
「
（
Ｕ
Ｄ
Ｓ
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る
）
Ｄ
Ｂ

Ｊ
と
合
意
出
来
れ
ば
、
所
要
資
金
総
額
の
う
ち
優

先
株
式
発
行
分
３
０
０
億
円
を
確
実
に
調
達
出
来

る
こ
と
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
」
（
諸
岡
氏
）

と
い
う
。

　 

お
客
様
の
長
期
的
な

　 

事
業
性
を
評
価
す
る

　
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
活
用
に
あ
た
っ

て
同
社
が
重
視
し
た
の
が
、
金
融
機
関
と
の
間

の
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
だ
。

　
「
メ
ザ
ニ
ン
の
場
合
、
通
常
の
シ
ニ
ア
調
達

よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
審
査
が
必
要
な
の
で
、

当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
戦
略
を
深
く
理
解
す
る
金

融
機
関
で
な
け
れ
ば
お
願
い
し
に
く
い
。
そ
の

点
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
は
か
ね
て
よ
り
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン

を
通
じ
た
深
い
取
引
関
係
に
あ
り
、
三
井
住
友

銀
行
も
当
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
い
い
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
の
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
と
な
り
ま
し
た
」
（
諸
岡
氏
）

　
優
先
株
式
も
劣
後
ロ
ー
ン
も
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
期
間
は
長
期
に
及
ぶ
。
そ
れ
だ
け
に
、
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
行
に
は
厳
密
な
審
査

（
リ
ス
ク
評
価
）
が
必
要
と
な
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・

北
村
は
、
メ
ザ
ニ
ン
の
審
査
で
は
長
期
的
な
事

業
性
の
評
価
が
最
大
の
拠
り
所
に
な
る
と
し
て

次
の
よ
う
に
言
う
。
「
今
回
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

は
基
本
的
に
は
7
年
後
の
一
括
償
還
を
想
定
し

た
商
品
設
計
と
な
っ
て
い
る
た
め
７
年
後
に
リ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

で
も
、
７
年
後
に
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
出
来
る

か
ど
う
か
は
、
償
還
期
日
か
ら
さ
ら
に
５
〜

1
0
年
先
の
お
客
様
の
事
業
性
を
見
て
い
か
な

い
と
判
断
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
論
と
し

て
、
業
績
な
ど
が
当
初
想
定
よ
り
も
下
ぶ
れ
し

た
際
、
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
シ
ニ
ア

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
よ
り
先
に
そ
の
リ
ス
ク
を
被
る

た
め
、
そ
う
し
た
業
績
な
ど
の
下
ぶ
れ
に
ど
の

程
度
耐
え
う
る
か
、
つ
ま
り
企
業
と
し
て
の
持

続
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
非
常
に
長
い
時
間
軸
で
の

リ
ス
ク
評
価
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
」

　
実
際
に
今
回
の
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

も
、
数
ヶ
月
間
に
わ
た
る
同
社
へ
の
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
（
注
３
、
以
下
「
Ｄ
Ｄ
」
）
が
実

施
さ
れ
た
。
日
本
板
硝
子
サ
イ
ド
で
そ
の
実
務

を
取
り
仕
切
っ
た
同
社
財
務
企
画
部
担
当
部

長
・
高
橋
敏
樹
氏
は
、
「
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
買

収
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｄ
の
対
象
範
囲
が
非
常
に
広
く

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
社
内
の
情
報
収
集
に

は
苦
労
し
ま
し
た
」
と
語
る
一
方
で
、
Ｄ
Ｄ
の

成
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
「
Ｄ
Ｄ
の
過
程
で
、
経
営
ト
ッ
プ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
国
内
、
英
国
の
工
場
の
視
察
な
ど
に

協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
我
々
自
身
も

諸
々
の
社
内
情
報
を
包
括
的
に
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

　
企
業
に
と
っ
て
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

実
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
融
機
関
か
ら
長

期
的
な
事
業
性
に
対
す
る
評
価
を
得
た
こ
と
を

意
味
し
、
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
ま

さ
に
「
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
経
営
に
対

す
る
中
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
な
の

で
、
資
金
調
達
す
る
側
と
し
て
も
単
に
資
金
を

得
た
と
い
う
こ
と
以
上
の
意
味
の
あ
る
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
」
（
諸
岡
氏
）
と
い
え
る
の
だ
。

　
現
在
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
打
診
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
北

村
は
こ
の
状
況
を
、
「
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
経

済
環
境
下
で
は
、
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
参
加

者
に
と
っ
て
は
下
支
え
が
欲
し
い
の
で
す
が
、
そ

う
簡
単
に
普
通
株
式
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
投
資

家
が
み
つ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
、
一
層
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
解
説
す
る
。

　
企
業
の
資
金
供
給
手
段
の
多
様
化
を
実
現
す

る
た
め
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
引
き
続
き
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

（
注
1
）
日
本
板
硝
子
株
式
会
社

　
建
築
用
お
よ
び
自
動
車
用
の
ガ
ラ
ス
お
よ
び
ガ
ラ
ス
加
工
製

品
な
ら
び
に
機
能
性
ガ
ラ
ス
製
品
の
分
野
に
お
い
て
世
界
最
大

の
メ
ー
カ
ー
の
１
つ
。
連
結
ベ
ー
ス
の
従
業
員
総
数
約
２
９
０

０
０
人
（
０
９
年
9
月
末
時
点
）
。
世
界
2
9
ヵ
国
に
製
造
拠

点
を
持
ち
、
販
売
先
は
1
0
0
ヵ
国
以
上
に
及
ぶ
。
0
6
年
に

英
国
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
を
買
収
、
完
全
子
会
社
化
。
そ
の
直

後
、
2
0
1
6
年
度
ま
で
の
1
0
ヵ
年
戦
略
を
発
表
。
そ
の
中

で
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
創
造
し
、
世
界
の
N
o
.
1
ガ

ラ
ス
メ
ー
カ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。
現
在
、
事
業

統
合
と
借
入
削
減
及
び
成
長
へ
の
土
台
作
り
を
最
重
要
の
戦
略

目
標
と
し
、
計
画
を
実
行
中
。
ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
は
、
太
陽
電
池
向
け
の
ガ
ラ
ス
事
業
を
成
長
の
た
め
の

重
点
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
同
事
業
へ
の
投
資
を
増

や
し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

（
注
2
）
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
&
リ
ー
ス

同
社
は
Ｕ
Ｄ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ザ
ニ
ン
３
号
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
に
の
み
出
資
し
て
い
る
。

（
注
3
）
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

投
資
等
を
検
討
す
る
際
に
資
金
の
出
し
手
で
あ
る
金
融
機
関
や

フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
行
う
事
前
の
リ
ス
ク
評
価
。

「ＤＢＪには、当社のビジネスに対して非常に強い関心を

示して頂いたと感じています。今後も引き続き、モノづく

りへの共感力を持った金融機関として、当社と共に歩ん

で頂きたいと願っています」

日本板硝子株式会社　

執行役員　財務企画部長　諸岡 賢一氏

日本板硝子株式会社　

財務企画部　担当部長　高橋 敏樹氏
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企業ファイナンスグループ

調査役　北村 毅生

「もともと長期のシニアファイナンスを手がけて来た

DBJにとって、長期の事業性の評価は得意とするところ。

その意味でメザニンファイナンスはDBJに合っている金

融サービスだと思います」

企業金融第5部

朝田 航也

「メザニンファイナンスでは、お客様の将来像をきちんと

把握することが重要です。特に本件では、買収後の企業

価値、今後の成長戦略の柱とされる太陽電池向けのガラス

事業の評価がポイントでした」

Column

　ＤＢＪは09年11月、シンガポール国最大の電力会社Senoko Power（以下、ＳＰ社）に対し、劣後ファイナンス

を実施した。

　ＳＰ社においては、規制当局（ＥＭＡ）による電力自由化の促進、昨今の地球温暖化問題への関心の高まり等

を背景として、認可出力の範囲内で高効率化投資（リパワリング）を行っていくことが重要な経営課題となってい

る。こうした中でＤＢＪは、現在の金融市場の状況を踏まえたプロジェクト支援の観点から、ＳＰ社に対し劣後

ファイナンスを供与した。

　本件は、わが国のエネルギー高効率化技術を有するＳＰ社スポン

サー企業の関西電力株式会社や九州電力株式会社と海外電力プラ

ント運営ノウハウを有する丸紅株式会社とによる電力小売まで含む

新たな海外電力事業展開への貢献にも資するものとなっている。

　ＤＢＪでは、08年10月の民営化に伴い、同年12月にシンガポール

駐在員事務所を現地法人化し、お客様の海外事業展開についても

サポートするなど、投融資一体型金融サービスの確立に向けて取り

組んでいる。

「今回のデューデリジェンスは、当社にとって非常に

変化の激しい期間中に行われたので、DBJと当社がお

互いを理解する上では、とてもいいタイミングだったと

思います」

ＤＢＪの最近の主なメザニンファイナンス事例

シンガポール国最大の電力会社に
対する劣後ファイナンス

RFID（電子タグ）用ガラスアンテナ

Senoko Power 発電所
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電子認証サービス向けの読み取り端末。ウェルネットの

決済サービスなどと一緒に利用することで、申し込み～

決済～チケット受け取りのすべてを携帯電話で完結で

きるので、事業者、チケット購入者ともにストレス

フリー。展示会やコンサートの入場などでも業務の

合理化が図れる。

1960年生まれ。83年東洋計器（株）へ入社後、96年に

（株）一高たかはしへ。当時、同社の社内ベンチャー

だったウェルネットでコンビニ収納代行システムを開

発。09年9月、代表取締役社長就任。「私の今の夢は、

電子チケットでＭＬＢワールドシリーズ決勝戦を提供

すること。すごく便利だねと言ってくれるスキームを開発

して、世の中に貢献したいと思っています」

I
T
を
使
っ
た

代
金
決
済
シ
ス
テ
ム
で

世
の
中
を
便
利
に
す
る
。

ウェルネット株式会社

代表取締役社長　宮澤 一洋 氏

　ネット通販で商品を購入したり、飛行機のチケットをネットで予約
して、その代金をコンビニなどで支払う。日常生活に欠かせないこうした
代金決済サービスを開発・提供しているのがウェルネットだ。98年に
コンビニ収納代行サービスからスタート。その後も、紙の請求書を
使わず、リアルタイムの電子請求・決済を可能にするマルチペイメント
サービス、携帯電話がチケットになるケータイチケットサービスなどを
次 と々世に送り出し、継続的な成長を遂げている。社員90人のＩＴベン
チャーがめざすのは、ITで時間と空間の制約をなくして世の中を便利
にすることだ。

35
歳
で
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
世
界

│
│
宮
澤
社
長
と
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
出
会
い

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
は
長
野
県
の
松
本
出
身
で
、
卒
業
後
、
水

道
・
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
全
国
販
売
す
る
地
元

メ
ー
カ
ー
の
東
洋
計
器
株
式
会
社
へ
入
社
し
ま

し
た
。
入
社
し
て
1
0
年
が
過
ぎ
た
頃
、
北
海

道
で
ガ
ス
・
灯
油
販
売
を
手
が
け
る
株
式
会
社

一
高
（
い
ち
た
か
）
た
か
は
し 

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
話
回
線
を

使
っ
た
双
方
向
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ

ム
の
開
発
で
し
た
。
私
が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
両
社
の
社
長
が
旅
先
で
知
り
合
い
に

な
り
、
意
気
投
合
し
て
次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
私
が
開
発
担

当
を
命
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
、

一
高
の
社
長
か
ら
「
う
ち
へ
来
て
好
き
な
こ
と

を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

当
時
、
私
は
3
5
歳
に
な
っ
た
頃
で
、
も
う
少

し
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
か
っ
た
。
た
だ
、

燃
料
の
販
売
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た

の
で
、
そ
れ
で
も
い
い
で
し
ょ
う
か
と
念
を
押

す
と
、
構
わ
な
い
と
い
う
の
で
思
い
切
っ
て
転

職
。
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
は
一
高
の
社
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
、
そ
こ
で
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を

任
さ
れ
ま
し
た
。

│
│
コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
す
か
。

　
会
社
が
北
海
道
に
あ
っ
た
の
で
、
東
京
や
大

阪
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
う
に
は
物
流
が
関
係
す

る
も
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
無
形
の
商

品
を
地
域
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
な
い
形
で

売
ろ
う
と
考
え
て
、
当
時
、
普
及
し
つ
つ
あ
っ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
注
目
し
ま
し
た
。
あ
る

時
、
Ｌ
Ｐ
業
界
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
代
金
回
収
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
こ
れ

を
ヒ
ン
ト
に
販
売
事
業
者
が
コ
ン
ビ
ニ
で
代
金

を
回
収
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
一
般
に

販
売
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

│
│
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
は
。

　
ま
ず
弊
社
が
コ
ン
ビ
ニ
決
済
を
利
用
す
る
事
業

者
側
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『
コ
ン
ペ
イ
君
』

を
無
償
配
布
し
ま
す
。
お
客
様
か
ら
商
品
の
注
文

が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
者
は
こ
の
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
支
払
い
に
必
要
な
バ
ー
コ
ー
ド
付
払
込
票
を
製

作
し
て
、
商
品
と
同
梱
し
て
お
客
様
に
送
り
ま
す

（
図
内
④
）
。
お
客
様
が
そ
の
紙
を
使
っ
て
コ
ン

ビ
ニ
・
郵
便
局
で
代
金
を
支
払
う
と
（
図
内

⑤
）
、
そ
の
情
報
を
弊
社
は
事
業
者
毎
に
分
類
し

て
送
信
、
集
め
た
収
納
金
は
定
期
的
に
指
定
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
（
図
内
⑥
〜
⑧
）
。
こ
れ
に
よ

り
事
業
者
の
入
金
確
認
、
消
し
込
み
処
理
の
手
間

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

│
│
ス
ス
タ
ー
ト
当
時
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
画

期
的
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
9
8
年
に
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｐ
Ｃ
上
で
動
く

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
、
契
約
を
頂
い
た

販
売
事
業
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
償
配
布

し
た
こ
と
で
、
一
気
に
ブ
レ
イ
ク
し
ま
し
た
。

当
時
、
代
金
回
収
に
困
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト
通
販

の
草
創
期
の
人
た
ち
が
敏
感
に
反
応
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
1
週
間
に
1
2
0
社
も
の
契
約
が

と
れ
た
り
、
驚

く
よ
う
な
反
応

が

あ

り

ま

し

た
。
北
海
道
の

社
員
1
6
人
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
自
分
た
ち

の
売
掛
金
を
預

け
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
す

が
、
ネ
ッ
ト
業

界
の
人
た
ち
は

そ
う
い
う
こ
と

に

頓

着

し

な

か
っ
た
の
が
幸

運
で
し
た
。

│
│
利
益
の
仕
組

み
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
契
約
時
の
初
期

設
定
費
用
が
５
万

円
、
月
額
の
基
本

料
金
が
５
０
０
０

円
で
す
。
販
売
事

業
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
手
数
料
が
1
件
あ
た

り
（
コ
ン
ビ
ニ
側
手
数
料
含
め
）
1
2
0
円
〜

1
5
0
円
で
、
こ
れ
が
弊
社
の
代
行
手
数
料
部

分
で
す
。
１
回
の
決
済
で
弊
社
が
得
ら
れ
る
利

益
は
少
な
い
の
で
、
取
扱
い
回
数
を
増
や
す
こ

と
が
鍵
で
す
。

世
の
中
の
Ｉ
Ｔ
部
門
と
し
て

│
│
そ
の
後
、
シ
ス
テ
ム
が
進
化
し
て
い
っ
た

わ
け
で
す
ね
。

　
紙
を
持
参
し
て
コ
ン
ビ
ニ
で
収
納
す
る
ス

キ
ー
ム
は
、
通
販
な
ど
物
流
が
あ
る
後
払
い
に

は
適
し
て
い
ま
す
が
、
無
形
の
商
材
や
前
払
い

に
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
航
空
券
で

す
。
わ
ざ
わ
ざ
払
込
票
を
作
っ
て
郵
送
し
な
く

て
は
な
ら
ず
、
代
金
を
払
っ
て
も
、
収
納
デ
ー

タ
を
受
け
取
れ
る
の
が
翌
営
業
日
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
に
欠
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
不

都
合
を
打
破
す
る
た
め
２
０
０
０
年
に
開
発
し

た
の
が
、
弊
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
幹
で
あ
る
マ
ル

チ
ペ
イ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
電
子
決
済
の
仕
組

み
で
す
。

　
こ
れ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
情

報
キ
オ
ス
ク
端
末
と
弊
社
、
販
売
事
業
者
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
お
客
様
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
航
空
券
の
予
約
を
す
る
と
、
販

売
事
業
者
は
お
客
様
に
支
払
い
番
号
を
出
し
ま

す
。
お
客
様
が
そ
れ
を
メ
モ
し
て
コ
ン
ビ
ニ
へ

行
き
、
キ
オ
ス
ク
端
末
の
「
各
種
代
金
お
支
払

い
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
支
払
い
番
号
を
押
す

と
、
そ
の
場
で
申
込
券
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
そ

の
申
込
券
を
レ
ジ
へ
持
っ
て
行
き
、
現
金
を
支

払
う
と
、
支
払
済
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

航
空
会
社
に
送
ら
れ
て
発
券
済
み
に
な
る
と
い

う
仕
組
み
で
す
。

　
当
時
、
す
で
に
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
の
ス
キ
ー
ム

は
あ
り
ま
し
た
が
、
空
港
で
の
受
取
の
際
の
本

人
認
証
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要
で
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
で
は
コ
ン
ビ
ニ
の
現
金
決
済
で
も
本
人

認
証
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の

仕
組
み
は
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
航
空
会
社
と
高

速
バ
ス
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
の
代

表
的
な
e
-
コ
マ
ー
ス
の
ポ
ー
タ
ル
で
弊
社
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
頂
く
に
至
り
、
今
で
は

月
間
1
7
0
万
件
の
決
済
を
受
け
て
い
ま
す
。

 

│
│
事
業
者
か
ら
見
て
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
価
値

と
は
。

　
ロ
ー
ソ
ン
か
ら
始
ま
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ

プ
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
銀
行
A
T
M
へ
拡

大
し
て
い
ま
す
し
、
決
済
手
段
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
ま
で
網
羅
し
て
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
決
済
手
段
が
自
由
に

選
べ
る
の
で
、
販
売
事
業
者
の
方
で
利
便
性
が

高
い
と
判
断
す
る
決
済
手
段
を
自
由
に
選
ん
で

頂
け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
決
済
に
関
し
て
は
す

べ
て
弊
社
に
任
せ
、
事
業
者
は
販
売
に
専
念
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
決
済
利
便
性
を
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
金
回
収
の
早
期
化
を
実

施
出
来
る
と
い
う
機
能
が
販
売
事
業
者
か
ら
見

た
価
値
だ
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、
コ
ン
ビ
ニ
側
に
と
っ
て
は
店
鋪
当
た

り
の
シ
ス
テ
ム
投
資
を
い
か
に
下
げ
る
か
が
１

つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
弊
社
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
側
は

シ
ス
テ
ム
投
資
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
新
規

商
材
取
り
扱
い
開
始
毎
の
コ
ス
ト
も
不
要
と
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
イ
ン
フ
ラ
と

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
成
り

立
ち
ま
す
が
、
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
は
、
コ
ン
テ
ン

ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
販
売
事
業
者
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
コ
ン
ビ
ニ
の

両
方
か
ら
見
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
い
ろ
ん
な

事
が
出
来
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
よ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

│
│
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

　
た
と
え
ば
、
通
販
の
返
品
に
伴
う
返
金
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
通
販
の
返
品
率
は
5
〜
7
％
と
言

わ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
返
金
が
今
ま

で
大
変
な
手
間
で
し
た
。
新
サ
ー
ビ
ス
は

「
ネ
ッ
ト
Ｄ
Ｅ
受
取
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
、
お
客
様
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

発
行
し
て
、
自
分
の
銀
行
口
座
番
号
な
ど
を
入

力
し
て
も
ら
う
と
、
当
日
か
翌
日
に
は
返
金
さ

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。
三
井
住
友
銀
行
と

業
務
提
携
し
て
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

　
あ
る
い
は
、
電
子
認
証
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
所
で
の
証
票
は
従
来
は
チ
ケ
ッ
ト

で
し
た
が
、
私
達
は
こ
れ
を
電
子
化
す
る
こ
と

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
買
え
る
、
つ
ま
り
販

売
機
会
と
購
入
機
会
の
極
大
化
を
同
時
に
達
成

す
る
た
め
に
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
事
例
は
今
年
か
ら
札
幌
ド
ー
ム

で
始
め
た
Ｑ
Ｒ
（
２
次
元
）
コ
ー
ド
で
、
入
場

者
の
6
0
％
が
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
弊
社
が
代
金
収
納
に
加
え
て
返

金
な
ど
決
済
の
前
後
に
あ
る
も
の
に
守
備
範
囲

を
拡
げ
て
い
く
こ
と
で
、
販
売
事
業
者
は
自
分

の
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
要
す
る
に
世
の
中
の
Ｉ
Ｔ
部
門
、
シ
ス
テ

ム
部
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
す
。

努
力
は
す
る
な
。
願
い
を
か
け
ろ
。

│
│
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
む
コ
ツ
は
何
で

す
か
。

　
　
私
た
ち
は
常
に
新
し
い
地
点
に
行
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
て
、
世
の
中
の
不
便
、
す
な
わ

ち
場
所
と
時
間
の
制
約
を
な
く
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
な
ら
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
０
１
（
デ
ジ
タ
ル
）
信
号
に
変
え

て
、
物
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
そ
の
バ
リ
ュ
ー

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
、
こ
ん
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
も
の
を
作
り

続
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
社
員
に
よ
く
言
い
ま
す
。
「
努
力
は
す

る
な
。
努
力
す
る
の
は
辛
い
か
ら
長
く
は
続
か

な
い
。
そ
の
代
り
毎
朝
１
度
、
世
の
中
が
こ
う

な
っ
た
ら
い
い
な
と
願
い
を
か
け
て
く
れ
」

と
。
こ
れ
だ
と
全
然
辛
く
な
い
し
、
そ
う
や
っ

て
毎
日
思
っ
て
い
る
と
、
自
ず
と
そ
ち
ら
の
方

へ
近
づ
い
て
行
け
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
ビ
ジ
ネ
ス
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
失
敗

も
多
く
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
も
の
は
、
す
ぐ
に
忘

れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
よ
く
覚
え
て
い

な
い
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね

（
笑
）
。
た
と
え
ば
、
ケ
ー
タ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の

実
現
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
両
方
の

読
み
取
り
が
出
来
る
携
帯
情
報
端
末
が
必
要

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
機
器
が
世
の
中
に
な

か
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
自
分
た
ち
で
製
作
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
1
台
2
5
0
万
円
か
か
り
ま

し
た
。
数
百
台
作
り
ま
し
た
が
結
局
う
ま
く
い

か
ず
、
損
失
が
1
億
円
以
上
出
ま
し
た
。
こ
れ

を
教
訓
に
2
度
と
モ
ノ
づ
く
り
は
や
ら
な
い
こ

と
に
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
“
ケ
ガ
„
を
し
た

こ
と
は
多
く
て
、
最
近
は
会
社
と
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
の
精
度
を
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
社
内

シ
ス
テ
ム
や
事
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
き
ち
ん
と

整
備
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

│
│
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

し
て
い
こ
う
と
お
考
え
で
す
か
。

　
Ｉ
Ｔ
は
価
値
の
生
産
者
が
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
そ
の
価
値
を
直
接
売
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
が
、
そ
こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
価
値
が
流

通
す
る
わ
け
で
、
そ
の
価
値
自
体
が
０
１
信
号

に
変
換
可
能
な
も
の
は
、
ど
ん
ど
ん
ネ
ッ
ト
取

引
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

最
た
る
も
の
が
金
融
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ネ
ッ
ト

取
引
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
Ｉ
Ｔ
で

便
利
に
な
る
も
の
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
携
帯
電
話
は
人
間
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
と
も
言
え
ま
す
。
ケ
ー
タ
イ
で
何
か

の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
た
人
が
、
購
入
の
1
0
分

前
に
何
を
や
っ
て
い
た
か
。
ケ
ー
タ
イ
は
シ
ー

ム
レ
ス
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
連
携
す
る
の

で
、
1
0
分
前
の
行
動
が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の

行
動
を
予
測
し
て
対
象
者
に
網
を
か
け
る
こ
と

で
相
当
な
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
時
間
を
遡
る
こ
と
で
購
入
行
動
の
ト

レ
ン
ド
を
把
握
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
企
業
の
極
大
利
益
を
実
現
す
る
方
程
式
に
な

り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
所
ま
で
い
け

た
ら
面
白
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
さ
さ
ら
に
進
化
す
る
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
次

の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

　
人
生
で
一
番
難
し
い
の
は
、
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
続
け
る
こ
と
。
自
分
を
信
じ
て
い
な
い

人
を
他
人
は
信
じ
て
く
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
が

一
番
大
事
で
す
。
私
は
、
世
の
中
を
便
利
に
し

た
い
と
い
う
思
い
を
活
か
せ
る
場
を
創
り
た
い

の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
の
世
界
で
は
そ
れ
を
実
現
出
来

る
と
思
う
し
、
こ
の
会
社
自
体
を
そ
の
場
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ サービス運用フロー（払込取扱票発行・収納情報受信ソフト 『コンペイ君』）

❸専用ソフトで
払込票作成
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収納情報❻
収納代金

収納代金

❷認証チケット購入

❼収納情報

❽計算書

インターネット
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電子認証サービス向けの読み取り端末。ウェルネットの

決済サービスなどと一緒に利用することで、申し込み～

決済～チケット受け取りのすべてを携帯電話で完結で

きるので、事業者、チケット購入者ともにストレス

フリー。展示会やコンサートの入場などでも業務の

合理化が図れる。

1960年生まれ。83年東洋計器（株）へ入社後、96年に

（株）一高たかはしへ。当時、同社の社内ベンチャー

だったウェルネットでコンビニ収納代行システムを開

発。09年9月、代表取締役社長就任。「私の今の夢は、

電子チケットでＭＬＢワールドシリーズ決勝戦を提供

すること。すごく便利だねと言ってくれるスキームを開発

して、世の中に貢献したいと思っています」

I
T
を
使
っ
た

代
金
決
済
シ
ス
テ
ム
で

世
の
中
を
便
利
に
す
る
。

ウェルネット株式会社

代表取締役社長　宮澤 一洋 氏

　ネット通販で商品を購入したり、飛行機のチケットをネットで予約
して、その代金をコンビニなどで支払う。日常生活に欠かせないこうした
代金決済サービスを開発・提供しているのがウェルネットだ。98年に
コンビニ収納代行サービスからスタート。その後も、紙の請求書を
使わず、リアルタイムの電子請求・決済を可能にするマルチペイメント
サービス、携帯電話がチケットになるケータイチケットサービスなどを
次 と々世に送り出し、継続的な成長を遂げている。社員90人のＩＴベン
チャーがめざすのは、ITで時間と空間の制約をなくして世の中を便利
にすることだ。

35
歳
で
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
世
界

│
│
宮
澤
社
長
と
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
出
会
い

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
は
長
野
県
の
松
本
出
身
で
、
卒
業
後
、
水

道
・
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
全
国
販
売
す
る
地
元

メ
ー
カ
ー
の
東
洋
計
器
株
式
会
社
へ
入
社
し
ま

し
た
。
入
社
し
て
1
0
年
が
過
ぎ
た
頃
、
北
海

道
で
ガ
ス
・
灯
油
販
売
を
手
が
け
る
株
式
会
社

一
高
（
い
ち
た
か
）
た
か
は
し 

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
話
回
線
を

使
っ
た
双
方
向
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ

ム
の
開
発
で
し
た
。
私
が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
両
社
の
社
長
が
旅
先
で
知
り
合
い
に

な
り
、
意
気
投
合
し
て
次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
私
が
開
発
担

当
を
命
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
、

一
高
の
社
長
か
ら
「
う
ち
へ
来
て
好
き
な
こ
と

を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

当
時
、
私
は
3
5
歳
に
な
っ
た
頃
で
、
も
う
少

し
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
か
っ
た
。
た
だ
、

燃
料
の
販
売
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た

の
で
、
そ
れ
で
も
い
い
で
し
ょ
う
か
と
念
を
押

す
と
、
構
わ
な
い
と
い
う
の
で
思
い
切
っ
て
転

職
。
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
は
一
高
の
社
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
、
そ
こ
で
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を

任
さ
れ
ま
し
た
。

│
│
コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
す
か
。

　
会
社
が
北
海
道
に
あ
っ
た
の
で
、
東
京
や
大

阪
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
う
に
は
物
流
が
関
係
す

る
も
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
無
形
の
商

品
を
地
域
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
な
い
形
で

売
ろ
う
と
考
え
て
、
当
時
、
普
及
し
つ
つ
あ
っ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
注
目
し
ま
し
た
。
あ
る

時
、
Ｌ
Ｐ
業
界
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
代
金
回
収
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
こ
れ

を
ヒ
ン
ト
に
販
売
事
業
者
が
コ
ン
ビ
ニ
で
代
金

を
回
収
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
一
般
に

販
売
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

│
│
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
は
。

　
ま
ず
弊
社
が
コ
ン
ビ
ニ
決
済
を
利
用
す
る
事
業

者
側
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『
コ
ン
ペ
イ
君
』

を
無
償
配
布
し
ま
す
。
お
客
様
か
ら
商
品
の
注
文

が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
者
は
こ
の
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
支
払
い
に
必
要
な
バ
ー
コ
ー
ド
付
払
込
票
を
製

作
し
て
、
商
品
と
同
梱
し
て
お
客
様
に
送
り
ま
す

（
図
内
④
）
。
お
客
様
が
そ
の
紙
を
使
っ
て
コ
ン

ビ
ニ
・
郵
便
局
で
代
金
を
支
払
う
と
（
図
内

⑤
）
、
そ
の
情
報
を
弊
社
は
事
業
者
毎
に
分
類
し

て
送
信
、
集
め
た
収
納
金
は
定
期
的
に
指
定
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
（
図
内
⑥
〜
⑧
）
。
こ
れ
に
よ

り
事
業
者
の
入
金
確
認
、
消
し
込
み
処
理
の
手
間

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

│
│
ス
ス
タ
ー
ト
当
時
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
画

期
的
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
9
8
年
に
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｐ
Ｃ
上
で
動
く

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
、
契
約
を
頂
い
た

販
売
事
業
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
償
配
布

し
た
こ
と
で
、
一
気
に
ブ
レ
イ
ク
し
ま
し
た
。

当
時
、
代
金
回
収
に
困
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト
通
販

の
草
創
期
の
人
た
ち
が
敏
感
に
反
応
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
1
週
間
に
1
2
0
社
も
の
契
約
が

と
れ
た
り
、
驚

く
よ
う
な
反
応

が

あ

り

ま

し

た
。
北
海
道
の

社
員
1
6
人
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
自
分
た
ち

の
売
掛
金
を
預

け
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
す

が
、
ネ
ッ
ト
業

界
の
人
た
ち
は

そ
う
い
う
こ
と

に

頓

着

し

な

か
っ
た
の
が
幸

運
で
し
た
。

│
│
利
益
の
仕
組

み
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
契
約
時
の
初
期

設
定
費
用
が
５
万

円
、
月
額
の
基
本

料
金
が
５
０
０
０

円
で
す
。
販
売
事

業
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
手
数
料
が
1
件
あ
た

り
（
コ
ン
ビ
ニ
側
手
数
料
含
め
）
1
2
0
円
〜

1
5
0
円
で
、
こ
れ
が
弊
社
の
代
行
手
数
料
部

分
で
す
。
１
回
の
決
済
で
弊
社
が
得
ら
れ
る
利

益
は
少
な
い
の
で
、
取
扱
い
回
数
を
増
や
す
こ

と
が
鍵
で
す
。

世
の
中
の
Ｉ
Ｔ
部
門
と
し
て

│
│
そ
の
後
、
シ
ス
テ
ム
が
進
化
し
て
い
っ
た

わ
け
で
す
ね
。

　
紙
を
持
参
し
て
コ
ン
ビ
ニ
で
収
納
す
る
ス

キ
ー
ム
は
、
通
販
な
ど
物
流
が
あ
る
後
払
い
に

は
適
し
て
い
ま
す
が
、
無
形
の
商
材
や
前
払
い

に
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
航
空
券
で

す
。
わ
ざ
わ
ざ
払
込
票
を
作
っ
て
郵
送
し
な
く

て
は
な
ら
ず
、
代
金
を
払
っ
て
も
、
収
納
デ
ー

タ
を
受
け
取
れ
る
の
が
翌
営
業
日
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
に
欠
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
不

都
合
を
打
破
す
る
た
め
２
０
０
０
年
に
開
発
し

た
の
が
、
弊
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
幹
で
あ
る
マ
ル

チ
ペ
イ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
電
子
決
済
の
仕
組

み
で
す
。

　
こ
れ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
情

報
キ
オ
ス
ク
端
末
と
弊
社
、
販
売
事
業
者
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
お
客
様
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
航
空
券
の
予
約
を
す
る
と
、
販

売
事
業
者
は
お
客
様
に
支
払
い
番
号
を
出
し
ま

す
。
お
客
様
が
そ
れ
を
メ
モ
し
て
コ
ン
ビ
ニ
へ

行
き
、
キ
オ
ス
ク
端
末
の
「
各
種
代
金
お
支
払

い
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
支
払
い
番
号
を
押
す

と
、
そ
の
場
で
申
込
券
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
そ

の
申
込
券
を
レ
ジ
へ
持
っ
て
行
き
、
現
金
を
支

払
う
と
、
支
払
済
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

航
空
会
社
に
送
ら
れ
て
発
券
済
み
に
な
る
と
い

う
仕
組
み
で
す
。

　
当
時
、
す
で
に
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
の
ス
キ
ー
ム

は
あ
り
ま
し
た
が
、
空
港
で
の
受
取
の
際
の
本

人
認
証
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要
で
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
で
は
コ
ン
ビ
ニ
の
現
金
決
済
で
も
本
人

認
証
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の

仕
組
み
は
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
航
空
会
社
と
高

速
バ
ス
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
の
代

表
的
な
e
-
コ
マ
ー
ス
の
ポ
ー
タ
ル
で
弊
社
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
頂
く
に
至
り
、
今
で
は

月
間
1
7
0
万
件
の
決
済
を
受
け
て
い
ま
す
。

 

│
│
事
業
者
か
ら
見
て
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
価
値

と
は
。

　
ロ
ー
ソ
ン
か
ら
始
ま
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ

プ
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
銀
行
A
T
M
へ
拡

大
し
て
い
ま
す
し
、
決
済
手
段
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
ま
で
網
羅
し
て
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
決
済
手
段
が
自
由
に

選
べ
る
の
で
、
販
売
事
業
者
の
方
で
利
便
性
が

高
い
と
判
断
す
る
決
済
手
段
を
自
由
に
選
ん
で

頂
け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
決
済
に
関
し
て
は
す

べ
て
弊
社
に
任
せ
、
事
業
者
は
販
売
に
専
念
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
決
済
利
便
性
を
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
金
回
収
の
早
期
化
を
実

施
出
来
る
と
い
う
機
能
が
販
売
事
業
者
か
ら
見

た
価
値
だ
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、
コ
ン
ビ
ニ
側
に
と
っ
て
は
店
鋪
当
た

り
の
シ
ス
テ
ム
投
資
を
い
か
に
下
げ
る
か
が
１

つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
弊
社
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
側
は

シ
ス
テ
ム
投
資
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
新
規

商
材
取
り
扱
い
開
始
毎
の
コ
ス
ト
も
不
要
と
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
イ
ン
フ
ラ
と

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
成
り

立
ち
ま
す
が
、
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
は
、
コ
ン
テ
ン

ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
販
売
事
業
者
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
コ
ン
ビ
ニ
の

両
方
か
ら
見
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
い
ろ
ん
な

事
が
出
来
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
よ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

│
│
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

　
た
と
え
ば
、
通
販
の
返
品
に
伴
う
返
金
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
通
販
の
返
品
率
は
5
〜
7
％
と
言

わ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
返
金
が
今
ま

で
大
変
な
手
間
で
し
た
。
新
サ
ー
ビ
ス
は

「
ネ
ッ
ト
Ｄ
Ｅ
受
取
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
、
お
客
様
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

発
行
し
て
、
自
分
の
銀
行
口
座
番
号
な
ど
を
入

力
し
て
も
ら
う
と
、
当
日
か
翌
日
に
は
返
金
さ

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。
三
井
住
友
銀
行
と

業
務
提
携
し
て
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

　
あ
る
い
は
、
電
子
認
証
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
所
で
の
証
票
は
従
来
は
チ
ケ
ッ
ト

で
し
た
が
、
私
達
は
こ
れ
を
電
子
化
す
る
こ
と

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
買
え
る
、
つ
ま
り
販

売
機
会
と
購
入
機
会
の
極
大
化
を
同
時
に
達
成

す
る
た
め
に
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
事
例
は
今
年
か
ら
札
幌
ド
ー
ム

で
始
め
た
Ｑ
Ｒ
（
２
次
元
）
コ
ー
ド
で
、
入
場

者
の
6
0
％
が
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
弊
社
が
代
金
収
納
に
加
え
て
返

金
な
ど
決
済
の
前
後
に
あ
る
も
の
に
守
備
範
囲

を
拡
げ
て
い
く
こ
と
で
、
販
売
事
業
者
は
自
分

の
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
要
す
る
に
世
の
中
の
Ｉ
Ｔ
部
門
、
シ
ス
テ

ム
部
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
す
。

努
力
は
す
る
な
。
願
い
を
か
け
ろ
。

│
│
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
読
む
コ
ツ
は
何
で

す
か
。

　
　
私
た
ち
は
常
に
新
し
い
地
点
に
行
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
て
、
世
の
中
の
不
便
、
す
な
わ

ち
場
所
と
時
間
の
制
約
を
な
く
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
な
ら
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
０
１
（
デ
ジ
タ
ル
）
信
号
に
変
え

て
、
物
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
そ
の
バ
リ
ュ
ー

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
、
こ
ん
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
も
の
を
作
り

続
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
社
員
に
よ
く
言
い
ま
す
。
「
努
力
は
す

る
な
。
努
力
す
る
の
は
辛
い
か
ら
長
く
は
続
か

な
い
。
そ
の
代
り
毎
朝
１
度
、
世
の
中
が
こ
う

な
っ
た
ら
い
い
な
と
願
い
を
か
け
て
く
れ
」

と
。
こ
れ
だ
と
全
然
辛
く
な
い
し
、
そ
う
や
っ

て
毎
日
思
っ
て
い
る
と
、
自
ず
と
そ
ち
ら
の
方

へ
近
づ
い
て
行
け
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
ビ
ジ
ネ
ス
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
失
敗

も
多
く
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
も
の
は
、
す
ぐ
に
忘

れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
よ
く
覚
え
て
い

な
い
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね

（
笑
）
。
た
と
え
ば
、
ケ
ー
タ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の

実
現
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
両
方
の

読
み
取
り
が
出
来
る
携
帯
情
報
端
末
が
必
要

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
機
器
が
世
の
中
に
な

か
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
自
分
た
ち
で
製
作
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
1
台
2
5
0
万
円
か
か
り
ま

し
た
。
数
百
台
作
り
ま
し
た
が
結
局
う
ま
く
い

か
ず
、
損
失
が
1
億
円
以
上
出
ま
し
た
。
こ
れ

を
教
訓
に
2
度
と
モ
ノ
づ
く
り
は
や
ら
な
い
こ

と
に
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
“
ケ
ガ
„
を
し
た

こ
と
は
多
く
て
、
最
近
は
会
社
と
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
の
精
度
を
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
社
内

シ
ス
テ
ム
や
事
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
き
ち
ん
と

整
備
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

│
│
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

し
て
い
こ
う
と
お
考
え
で
す
か
。

　
Ｉ
Ｔ
は
価
値
の
生
産
者
が
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
そ
の
価
値
を
直
接
売
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
が
、
そ
こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
価
値
が
流

通
す
る
わ
け
で
、
そ
の
価
値
自
体
が
０
１
信
号

に
変
換
可
能
な
も
の
は
、
ど
ん
ど
ん
ネ
ッ
ト
取

引
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

最
た
る
も
の
が
金
融
で
、
ほ
と
ん
ど
が
ネ
ッ
ト

取
引
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
Ｉ
Ｔ
で

便
利
に
な
る
も
の
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
携
帯
電
話
は
人
間
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
と
も
言
え
ま
す
。
ケ
ー
タ
イ
で
何
か

の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
た
人
が
、
購
入
の
1
0
分

前
に
何
を
や
っ
て
い
た
か
。
ケ
ー
タ
イ
は
シ
ー

ム
レ
ス
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
連
携
す
る
の

で
、
1
0
分
前
の
行
動
が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の

行
動
を
予
測
し
て
対
象
者
に
網
を
か
け
る
こ
と

で
相
当
な
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
時
間
を
遡
る
こ
と
で
購
入
行
動
の
ト

レ
ン
ド
を
把
握
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
企
業
の
極
大
利
益
を
実
現
す
る
方
程
式
に
な

り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
所
ま
で
い
け

た
ら
面
白
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
さ
さ
ら
に
進
化
す
る
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
次

の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

　
人
生
で
一
番
難
し
い
の
は
、
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
続
け
る
こ
と
。
自
分
を
信
じ
て
い
な
い

人
を
他
人
は
信
じ
て
く
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
が

一
番
大
事
で
す
。
私
は
、
世
の
中
を
便
利
に
し

た
い
と
い
う
思
い
を
活
か
せ
る
場
を
創
り
た
い

の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
の
世
界
で
は
そ
れ
を
実
現
出
来

る
と
思
う
し
、
こ
の
会
社
自
体
を
そ
の
場
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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